
本
稿
の
目
的
は
、
秋
田
戦
争
（
秋
田
戊
辰
戦
争
）
を
め
ぐ
る
奥
羽
越

列
藩
同
盟
の
軍
事
行
動
の
実
態
に
つ
い
て
、
仙
台
藩
の
視
点
か
ら
迫
る

こ
と
に
あ
る
。
仙
台
藩
伊
達
家
は
領
知
高
約
六
十
二
万
石
の
国
持
大
名

で
あ
り
、
膨
大
な
家
臣
団
を
有
す
る
全
国
屈
指
の
大
藩
で
あ
っ
た
。
都

末
期
に
は
「
鎖
守
府
将
軍
」
を
自
任
し
、
奥
羽
の
主
尊
者
で
あ
る
と
の

(
1
)
 

意
識
を
強
く
抱
い
て
い
た
こ
と
か
ら
奥
羽
列
藩
同
盟
結
成
に
動
い
た
。

仙
台
藩
は
列
藩
同
盟
軍
の
中
核
と
し
て
各
地
に
兵
力
を
展
開
し
た

が
、
実
戦
で
は
敗
北
を
重
ね
た
。
列
藩
同
盟
は
多
面
性
を
有
し
、
ま
た

そ
の
性
格
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
約
五
ヶ
月
で
崩
壊
し
た
。
崩
壊

し
た
要
因
は
様
々
な
側
面
か
ら
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

こ
う
し
た
軍
事
的
な
敗
北
や
、
同
盟
諸
藩
の
思
惑
の
不
一
致
が
あ
っ
た

は
じ
め
に

秋
田
戦
争
を
め
ぐ
る
仙
台
藩
の
軍
事

こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。

仙
台
藩
が
苦
戦
し
た
要
因
と
し
て
は
、
武
器
の
問
題
に
加
え
、
藩
直

属
の
兵
士
よ
り
大
身
の
家
臣
の
「
私
兵
」
が
多
く
連
合
部
隊
で
あ
っ
た

た
め
、
装
備
の
面
で
も
差
が
あ
り
、
統
制
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
盟
軍
全
体
の
問
題
も
同
様
で
、
寄
せ
集
め
で

(
2
)
 

統
一
的
作
戦
計
画
が
た
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

だ
が
、
近
年
で
は
、
武
器
に
関
し
て
仙
台
藩
も
相
当
の
施
条
銃
を
購

(
3
)
 

入
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
旧
式
銃
主
体
で
あ
っ
た
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
も
再
考
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
保
谷
徹
氏
は
、

戊
辰
戦
争
は
「
大
名
軍
役
の
動
員
基
準
と
し
て
施
条
銃
砲
（
ラ
イ
フ
ル
）

段
階
の
洋
式
軍
制
を
位
置
づ
け
た
」
と
し
て
、
仙
台
藩
の
軍
事
面
の
問

題
は
、
大
身
給
人
の
軍
制
改
革
が
進
ま
ず
、
新
式
武
器
を
活
か
す
た
め

の
軍
制
の
近
代
化
が
遅
れ
た
こ
と
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

栗

原

伸

一

郎
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ま
た
、
太
田
秀
春
氏
は
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
は
軍
事
に
不
向
き
な
衆

議
の
体
制
で
、
指
揮
系
統
も
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
が
、
輪
王
寺
宮
を
戴

く
公
議
府
・
軍
務
局
の
設
置
に
よ
っ
て
、
藩
の
命
令
系
統
を
超
え
た
諸

(
5
)
 

軍
を
指
揮
す
る
体
制
へ
の
変
革
が
図
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
う

し
た
点
は
、
新
政
府
軍
の
構
造
と
の
比
較
を
図
る
上
で
も
重
要
な
論
点

と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
仙
台
藩
を
軍
事
の
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
は
、
同
藩

の
特
徴
を
考
え
る
上
で
重
要
な
作
業
で
あ
り
、
ま
た
列
藩
同
盟
の
体
制

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
し
か
し
、
仙
台
藩
の
軍
事
行

動
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
な
制
約
も
あ
っ
て
、
出
兵
部
隊
や
主

要
藩
士
の
役
職
な
ど
と
い
っ
た
基
礎
的
な
事
実
で
さ
え
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
特
に
秋
田
戦
争
に
つ
い
て
は
、
各
自
治

体
史
で
動
貝
や
戦
闘
に
つ
い
て
個
別
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
不
明

(
7
)
 

瞭
な
点
が
多
い
。
ま
た
、
秋
田
戦
争
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
仙
台
藩

や
列
藩
同
盟
側
の
対
応
と
い
う
点
で
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
秋
田
戦
争
を
め
ぐ
る
仙
台
藩
の
軍
事
行
動
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
る
。
具
体
的
に
は
、
秋
田
藩
の
列
藩
同
盟
離
脱
ま
で

の
経
緯
に
つ
い
て
、
同
盟
内
に
お
け
る
情
報
と
い
う
観
点
か
ら
素
描
す

る
。
そ
の
上
で
、
連
合
部
隊
と
も
称
さ
れ
る
仙
台
藩
の
部
隊
の
武
器
、

指
揮
系
統
や
具
体
的
な
指
示
内
容
に
つ
い
て
、
他
の
戦
線
の
状
況
や
列

藩
同
盟
と
の
関
係
も
加
味
し
な
が
ら
考
察
を
加
え
る
。
以
上
を
通
し
て
、
(
8
)
 

仙
台
藩
や
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
特
徴
を
探
る
上
で
の
一
助
と
し
た
い
。

仙
台
藩
の
軍
事
体
制
と
秋
田
出
兵

1

秋
田
藩
を
め
ぐ
る
列
藩
同
盟
の
対
応

塵
応
四
年
(
-
八
六
八
）
一
月
、
鳥
羽
・
伏
見
戦
争
で
勝
利
を
収
め

た
新
政
府
は
、
徳
川
艇
喜
と
松
平
容
保
を
「
朝
敵
」
と
し
て
、
諸
藩
に

征
討
出
兵
を
命
じ
た
。
三
月
に
は
奥
羽
鎖
撫
軍
が
仙
台
藩
領
に
進
駐
し
、

鎖
撫
総
督
府
は
仙
台
藩
な
ど
に
対
し
て
会
津
征
討
出
兵
を
命
じ
た
。
一

方
、
鎖
撫
総
督
府
は
庄
内
藩
も
「
朝
敵
」
と
し
て
秋
田
藩
な
ど
に
出
兵

を
命
じ
る
と
と
も
に
、
副
総
督
の
沢
為
批
が
薩
摩
・
長
州
・
筑
前
の
軍

勢
を
率
い
て
出
羽
新
庄
へ
と
進
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
秋
田
藩
も
庄
内
藩

と
交
戦
状
態
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
仙
台
藩
と
米
沢
藩
は
討
会
戦
争
の
回
避
を
目
指

し
て
、
会
津
藩
と
協
議
を
重
ね
た
。
仙
台
藩
と
米
沢
藩
は
奥
羽
諸
藩
を

招
集
し
て
閏
四
月
十
一
日
に
白
石
で
会
議
を
開
催
し
、
翌
日
に
鎖
撫
総

督
の
九
条
道
孝
に
対
し
て
歎
願
書
と
副
申
書
を
提
出
し
た
。
ま
た
、
遅

れ
て
庄
内
藩
も
家
老
名
義
の
周
旋
願
を
白
石
に
寄
せ
た
。

会
津
藩
の
歎
願
書
が
却
下
さ
れ
る
と
、
奥
羽
諸
藩
は
討
会
軍
・
討
庄

軍
を
解
兵
し
て
、
各
藩
の
重
臣
が
白
石
盟
約
（
閏
四
月
二
十
二
日
）
、

つ
づ
い
て
仙
台
盟
約
（
五
月
三
日
）
に
調
印
し
、
奥
羽
列
藩
同
盟
を
結

成
し
た
。
ま
た
、
北
越
諸
藩
を
同
盟
に
取
り
込
み
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟

が
成
立
し
た
。
奥
羽
諸
藩
は
京
都
太
政
官
へ
の
建
白
書
を
作
成
す
る
が
、
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各
藩
に
は
思
惑
の
相
違
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
盟
諸
藩
は
歎
願
．

建
白
で
は
足
並
み
を
揃
え
つ
つ
も
、
新
政
府
軍
と
の
交
戦
と
い
う
面
で

は
対
応
が
大
き
く
分
か
れ
た
。
な
お
、
同
盟
結
成
に
際
し
て
策
定
さ
れ

た
作
戦
計
画
で
は
、
出
羽
の
諸
藩
は
越
後
戦
線
の
担
当
と
さ
れ
て
い
た
。

(10) 

そ
の
た
め
、
米
沢
藩
は
秋
田
藩
に
出
兵
を
要
請
す
る
が
、
秋
田
藩
が
同

盟
軍
と
し
て
出
兵
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

列
藩
同
盟
結
成
に
際
し
、
米
沢
藩
は
新
庄
に
い
る
沢
為
枇
を
薩
長
兵

と
分
離
し
て
、
国
許
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
図
り
、
軍
勢
を
北
に
進
め

た
。
白
石
・
仙
台
で
会
議
に
参
加
し
た
秋
田
藩
家
老
の
戸
村
＋
太
夫
は
、

(11) 

国
許
に
討
庄
出
兵
の
拒
否
や
、
沢
一
行
の
入
領
拒
否
を
指
示
し
た
。
し

か
し
、
米
沢
藩
の
軍
勢
が
新
庄
に
迫
る
と
、
沢
一
行
は
五
月
一
日
に
秋

田
領
へ
脱
出
し
た
。

そ
の
た
め
、
仙
台
藩
や
米
沢
藩
は
秋
田
領
内
で
の
沢
と
薩
長
兵
の
分

離
を
図
る
べ
く
、
秋
田
藩
に
何
度
も
使
節
を
派
遣
し
た
。
ま
た
、
五
月

十
八
日
・
十
九
日
に
は
、
仙
台
藩
の
応
接
所
（
松
の
井
屋
敷
）
に
秋
田

藩
を
含
め
た
同
盟
諸
藩
が
会
議
し
、
秋
田
藩
に
薩
長
兵
の
対
応
を
求
め

る
こ
と
や
、
同
盟
諸
藩
が
秋
田
藩
境
ま
で
出
兵
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定

し
た
。
こ
れ
は
、
十
八
日
に
鎖
撫
総
督
の
九
条
道
孝
と
参
謀
の
醍
醐
忠

敬
が
奥
羽
鎖
撫
と
海
路
上
京
を
名
目
に
、
肥
前
・
小
倉
の
藩
兵
と
と
も

に
仙
台
城
下
を
逃
れ
、
三
卿
の
合
流
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い

た
た
め
で
あ
る
。

仙
台
藩
で
は
庄
内
応
援
と
し
て
大
番
頭
の
梁
川
播
磨
頼
親
（
一
家
）

率
い
る
五
小
隊
を
、
つ
づ
い
て
伊
達
弾
正
邦
直
（
一
門
）
の
家
臣
三
小

隊
を
新
庄
領
に
派
遣
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
秋
田
藩
は
二
度
に
渡
っ

て
仙
台
藩
に
使
節
を
派
遣
し
、
藩
境
の
藩
兵
の
引
き
揚
げ
を
願
い
、
沢

(13) 

の
滞
留
を
釈
明
し
た
。
な
お
、
使
節
が
届
け
た
五
月
二
十
九
日
付
の
伊

達
慶
邦
宛
佐
竹
義
発
書
状
は
、
沢
が
能
代
か
ら
乗
船
す
る
こ
と
を
示
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

六
月
二
十
三
日
、
松
の
井
屋
敷
の
会
議
に
お
い
て
、
同
盟
諸
藩
は
秋

田
藩
と
盛
岡
藩
に
使
節
を
派
遣
し
て
三
卿
に
掃
京
を
願
い
、
聞
き
入
れ

(14) 

な
け
れ
ば
附
属
の
薩
長
兵
を
討
滅
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
対
応
如
何

で
は
、
秋
田
領
内
に
攻
め
入
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
に
は
、
五
月
二
十
九
日
付
の
佐
竹
義
党
害
状
を
含
め
、
秋
田

藩
内
の
様
々
な
情
報
が
同
盟
諸
藩
の
な
か
で
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。
五

月
二
十
九
日
に
沢
附
属
の
下
参
謀
大
山
格
之
助
は
、
九
条
と
醍
醐
が
秋

田
領
内
に
入
れ
ば
軍
議
の
上
で
会
津
藩
・
庄
内
藩
を
征
伐
し
、
不
審
の

藩
々
を
問
罪
す
る
旨
を
薩
長
筑
三
猫
の
兵
に
布
告
し
、
秋
田
藩
に
書
付

を
与
え
た
。
ま
た
、
六
月
半
ば
に
秋
田
藩
家
老
の
岡
本
又
太
郎
が
盛
岡

に
お
い
て
、
会
津
藩
・
庄
内
藩
の
寛
典
を
求
め
る
佐
竹
義
発
の
歎
願
歯

を
九
条
道
孝
に
提
出
し
た
。
以
上
は
、
七
月
八
日
に
仙
台
城
下
に
到

着
し
た
松
山
藩
（
庄
内
藩
支
藩
）
の
鈴
木
広
弥
が
、
同
宿
の
弘
前
藩
士

(15) 

か
ら
情
報
を
得
て
、
御
用
留
に
翡
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
盛

岡
藩
が
提
供
し
た
情
報
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
六
月

二
十
八
日
に
泉
藩
士
が
中
村
藩
士
か
ら
、
秋
田
藩
主
は
「
盟
約
堅
守
」
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で
あ
る
と
の
情
報
を
得
て
、
翌
日
守
山
藩
士
か
ら
借
用
・
書
写
し
て
お

(16) 
り
、
同
盟
諸
藩
が
共
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
米
沢
藩
で
は
秋
田
藩
に
使
節
を
派
遣
し
、
六
月
一
日
に

岡
本
又
太
郎
か
ら
「
国
論
ニ
ツ
ニ
割
、
平
田
大
学
党
管
恥
届
若
者
を
鼓

舞
し
候
よ
り
御
諸
藩
の
御
疑
を
得
候
得
共
、
主
人
初
重
役
共
ハ
白
石
之

御
盟
約
二
決
而
不
相
背
候
二
付
、
御
安
心
被
下
候
様
」
と
の
説
明
を
う

け
て
お
り
、
こ
う
し
た
秋
田
藩
主
像
は
様
々
な
通
路
か
ら
同
盟
側
に
伝

わ
っ
て
い
る
。

七
月
四
日
、
秋
田
藩
は
同
盟
諸
藩
の
使
節
の
う
ち
、
仙
台
溜
の
使
節

を
殺
害
し
、
同
盟
を
離
脱
し
た
。
前
後
し
て
、
奥
羽
鎮
撫
総
督
府
は
秋

田
藩
に
庄
内
征
討
命
令
を
下
し
、
秋
田
藩
を
加
え
た
新
政
府
軍
は
内
陸

と
海
岸
沿
い
の
二
手
か
ら
南
下
し
た
。
そ
の
結
果
、
七
月
十
一
日
の
新

庄
領
金
山
の
戦
い
で
同
盟
軍
は
撃
破
さ
れ
、
仙
台
藩
は
大
番
頭
や
軍
目

付
が
戦
死
す
る
な
ど
大
敗
を
喫
し
た
。

一
方
、
鎖
撫
総
督
府
は
盛
岡
藩
に
対
し
て
も
庄
内
征
討
応
援
を
命
じ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
盛
岡
藩
は
使
者
を
仙
台
に
派
遣
し
、
こ
の
命
令
を

列
藩
同
盟
に
報
告
し
た
。
鈴
木
広
弥
に
よ
れ
ば
、
七
月
十
日
に
盛
岡
藩

の
使
者
が
松
の
井
屋
敷
に
到
着
し
、
仙
台
藩
応
接
方
の
若
生
清
一
郎
と

会
談
し
た
。
若
生
は
こ
れ
を
鈴
木
に
報
告
し
、
鈴
木
は
本
藩
で
あ
る
庄

内
藩
の
戸
田
惣
十
郎
に
伝
え
た
。
そ
の
後
、
松
の
井
屋
敷
に
到
着
し
た

山
形
藩
士
が
新
庄
方
面
で
戦
闘
が
発
生
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
報
告
す
る

と
、
仙
台
藩
は
白
河
出
兵
の
た
め
上
山
ま
で
進
軍
し
て
い
た
庄
内
藩
兵

が
、
反
転
し
て
新
庄
か
ら
秋
田
に
操
り
出
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
戸
田

(18) 

は
、
同
盟
の
意
向
を
伝
え
る
べ
く
上
山
に
向
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
白
石
に
公
議
府
が
設
け
ら
れ
る
直
前
の
出
来
事
で
あ
る
が
、

盛
岡
藩
に
せ
よ
、
山
形
溜
に
せ
よ
、
同
盟
諸
藩
の
合
議
の
場
と
な
っ
て

い
た
松
の
井
屋
敷
に
情
報
を
報
告
し
て
い
た
。
ま
た
、
盛
岡
藩
士
が
秋

田
藩
境
に
出
兵
す
べ
き
か
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
秋
田
領
に
進
軍
す

(19) 

る
よ
う
に
「
仙
藩
よ
り
差
図
」
さ
れ
て
い
た
。
盛
岡
藩
が
対
応
を
同
盟

諸
藩
と
協
議
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
、
秋
田
藩
や
鎖
撫
総
督
府
に
関
す
る
情
報
は
、
同
盟
諸

藩
の
会
議
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
会
議
に
出
席
し
た
各
藩
が
、
個
別
に

他
の
同
盟
諸
藩
か
ら
入
手
す
る
な
か
で
広
ま
り
、
秋
田
出
兵
が
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
庄
内
藩
・
盛
岡
藩
・
米
沢
藩
•
山
形
藩
・
上

山
藩
・
一
関
藩
•
松
山
藩
・
天
童
藩
、
そ
し
て
仙
台
藩
の
各
部
隊
が
秋

田
藩
領
へ
進
攻
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

2

出
兵
部
隊
と
武
器

仙
台
藩
伊
達
家
の
家
臣
団
は
膨
大
で
あ
り
、
直
臣
約
一
万
人
（
家
）
、

陪
臣
約
二
万
四
千
人
（
家
）
を
数
え
て
い
た
。
地
方
知
行
制
を
と
り
、

直
臣
の
家
格
は
、
一
門
・
一
家
・
・
準
一
家
・
一
族
・
宿
老
・
着
座
・
太

刀
上
・
召
出
•
平
士
に
分
か
れ
、
そ
の
下
に
組
士
と
卒
が
い
た
。
そ
の

た
め
、
仙
台
藩
に
は
直
臣
で
編
制
す
る
部
隊
と
、
給
人
の
家
臣
（
陪
臣
）

で
編
制
す
る
部
隊
が
あ
っ
た
。
加
え
て
仙
台
藩
は
諸
隊
を
絹
制
し
、
山
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立
猟
師
の
部
隊
や
農
兵
も
動
員
し
た
。

直
臣
部
隊
の
中
核
は
大
番
組
で
あ
る
。
仙
台
藩
で
は
一

0
組
の
大
番

組
を
編
制
し
、
召
出
•
平
士
を
中
心
と
す
る
大
番
士
が
約
三
千
三
百
人

属
し
て
い
た
。
瀬
上
主
膳
景
範
（
一
家
）
を
大
番
頭
と
す
る
五
番
の
大

番
組
を
例
に
と
る
と
、
瀬
上
は
大
番
士
（
侍
）
だ
け
で
は
な
く
、
足
軽

(20) 

や
農
兵
を
含
め
た
混
成
部
隊
を
率
い
て
、
戦
場
に
出
向
い
た
。

五
月
一
日
、
瀬
上
の
大
番
組
や
狙
撃
隊
を
主
力
と
す
る
仙
台
溜
兵
は
、

会
津
藩
兵
や
棚
倉
藩
兵
な
ど
と
と
も
に
白
河
で
新
政
府
軍
を
迎
撃
す
る

が
、
大
敗
し
て
白
河
城
を
失
っ
た
。
瀬
上
隊
の
構
成
員
が
多
岐
に
渡
っ

た
こ
と
は
、
戦
死
者
名
節
に
「
瀬
上
主
膳
手
銃
士
」
、
「
従
僕
」
、
「
主
膳

家
来
」
、
「
同
附
属
足
軽
」
、
「
瀬
上
主
膳
附
属
伊
達
郡
修
験
極
楽
院
宗
郷

(21) 

手
股
兵
」
な
ど
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き
る
。

以
降
、
仙
台
藩
は
白
河
方
面
を
中
心
に
磐
城
方
面
、
越
後
方
面
へ
と

断
続
的
に
部
隊
を
派
遣
し
た
。
だ
が
、
劣
勢
を
余
俵
な
く
さ
れ
、
七
月

三
8
に
は
奉
行
の
坂
英
力
時
秀
（
一
族
）
が
軍
事
名
代
に
任
じ
ら
れ
、

白
河
へ
と
出
陣
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
仙
台
に
新
庄
方
面
で
の
開
戦
と
、
秋
田
藩
に
よ
る

使
節
殺
害
の
情
報
が
届
い
た
。
仙
台
藩
は
遠
田
郡
涌
谷
邑
主
の
伊
達
安

芸
胤
元
（
一
門
）
や
栗
原
郡
佐
沼
邑
主
の
亘
理
大
吉
隆
胤
（
一
家
）
な

ど
の
部
隊
を
新
庄
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

【表
1
】
は
、
秋
田
藩
領
に
出
兵
し
た
仙
台
藩
の
主
な
部
隊
で
あ
る
。

出
兵
人
数
は
史
料
や
時
期
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
が
、
撤
兵
時
に
は
総

(22) 

軍
で
約
三
千
人
い
た
と
い
う
。

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
秋
田
戦
争
で
の
仙
台
猫
兵
の
中
心
は
、

主
に
仙
台
藩
領
北
方
に
知
行
地
を
有
す
る
給
人
の
部
隊
で
あ
っ
た
。
瀬

上
主
膳
も
出
兵
し
て
い
る
が
、
白
河
で
の
敗
戦
に
よ
っ
て
大
番
頭
を
罷

(23) 

免
さ
れ
て
お
り
、
秋
田
に
は
家
臣
を
率
い
て
の
出
兵
で
あ
っ
た
。

給
人
の
動
員
つ
い
て
、
三
月
一
日
に
布
達
さ
れ
た
軍
役
で
は
、
知
行

二
万
石
以
上
が
従
卒
七
七
二
人
・
大
砲
六
門
・
騎
兵
一
1

一
六
騎
、
一
万
石

以
上
が
従
卒
三
八
六
人
・
大
砲
三
門
・
騎
兵
一
〇
騎
、
五
千
石
以
上
が

G
3
 

従
卒
―
二

0
人
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
軍

役
で
規
定
さ
れ
て
い
る
人
数
が
全
て
秋
田
領
に
出
兵
し
た
わ
け
で
は
な

、。しま
た
、
全
軍
が
一
団
と
な
っ
て
攻
め
込
ん
だ
の
で
は
な
く
、
様
々
な

経
路
か
ら
戦
局
の
進
展
に
応
じ
て
出
兵
し
て
い
る
。
各
給
人
に
は
小
隊

単
位
で
出
兵
が
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
伊
達
数
馬
邦
規
（
一
門
）
の
家
老

が
率
い
た
小
隊
は
、
九
月
五
日
に
板
見
内
（
仙
北
郡
）
に
着
陣
し
た
際
、

「
仙
台
二
十
番
隊
」
の
札
を
掲
げ
て
い
る
。

部
隊
の
内
訳
や
武
器
に
つ
い
て
一
例
を
あ
げ
る
と
、
伊
達
安
芸
隊
は
、

足
軽
・
従
僕
・
人
夫
な
ど
を
含
め
総
勢
四
一
四
人
で
あ
っ
た
。
う
ち
隊
長
・

手
頭
が
二
三
人
、
銃
士
と
銃
兵
が
二

0
五
人
、
「
大
砲
討
」
が
九
人
で

(26) 

槍
士
が
一
七
人
で
あ
り
、
ミ
ニ
エ
ー
銃
を
ニ
ニ
ー
挺
有
し
て
い
た
。

一
方
、
同
時
に
出
兵
を
命
じ
ら
れ
た
亘
理
大
吉
隊
は
総
勢
三

0
八
人

で
あ
り
、
「
西
洋
銃
隊
」
八

0
人
、
「
大
砲
銃
隊
」
六
人
、
「
十
匁
銃
隊
」
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【表1】秋田藩領に出兵した仙台藩の主な部隊

給人（部隊） 家格 知行地 知行高 人数 進軍路（時期） 出兵先 備考

伊達将監（邦寧） -Fl 水沢（胆沢郡） 16130石 1小隊小隊 下/祗8月江下(旬8）月上旬 角館口 家夫を派／臣遺稲・斉沢藤今英三太郎/1 

伊達安芸（胤元） 一門 涌谷（遠田郡） 22640石 8小隊 作中旬並）／尿前 (7月 角館口
家一門を老家派坂亘遣元理半東左吾衛・

伊達数馬（邦規） 一門
岩（江谷刺堂郡）

5010石 2小隊 下祗江 (8月下旬） 角館口 家衛を臣派・遣竹根市兵

伊達弾正（邦直） 一門
岩（玉出造山郡）

14640石 5小隊 尿前 (7月下旬） 角館口 家衛は角老をfllJ派•I安l遣l ロ積、権一兵部
三沢値浪（邦為） -l'1 前沢 (JI!!沢郡） 3000石

2/小1隊小隊 下/亙8月江下(旬8）月上旬
角館口

衛家野遺 老• 安家中郎臣惣・左,派1ヽ
寺門雄／五 を

柴田中務（意広） 一家 船岡（柴田郡） 5157石 5小隊 鬼首 (8月上旬） 角間川口 6任月命10日大番頭

石阻田備後（野恭） 一家
高（栗清原水郡）

5000石 l小隊 須川 (8月上旬） 角lllJ}llロ隊郎が長引・率熱田大六

瀬上主膳（保範） 一家 鹿股（桃生部） 2000石 3小隊 鬼打 (8月上旬） 角館口
6罷も月免、1818小大隊番半頭と

中村宗三郎（宜静） 一家
岩（栗ケ原崎郡）

4520石 3小隊 鬼首 (8月上旬） 角館口 若年寄

亘理大吉（隆胤） 一家 佐沼（栗原郡） 5000石 6小隊 尿前 (8月上旬） 角館口

上遠野伊豆（秀宜） 準一家
大（栗）l原lロ郡） 800石 4小隊 鬼首 (8月上旬） 角IIIJ川口

兵人等数をは含茄む消と水も農

茂庭周防（敬元） 一族 松山（志III郁） 13000石 2小隊 不明 角llll川口
但木左近（篤行） 宿老 吉岡（黙JI(祁） 1800石 1小隊 鬼首 (8月上旬） 角間川口 若年寄
和久消之進（安通） 莉座 沼倉（栗原郡） 377石 1小隊 不明 角館口

盟闊京大夫 戸 I―関（釦井郡）130000石l6小隊 1須JII(8月上旬） l角Ill]111口I篇尉』閏ぼ左
※「戊辰始末」（「仙台叢宵J12巻、宝文堂、復刻 1972年）、藤原相之助「仙台戊辰史J（統日本史紺協会叢杏、
東京大学出版会、復刻 1981年）、「仙台藩士屋包弘秋田出張陣中日記」（「維新史料引継本」 11ほ743、東京大
学史料紺纂所データペース）、和田東蔵紺「戊辰庄内戦争録」（歴史図杏社、復刊 1978年）、「仙台藩維新史新
記録 日新録」（宝文堂、 1983年）、「迫町史資料J(1974年）、「涌谷町史下J(1965年）、「江刺市史5 賓
科紺近世mJ0977年）、「岩出山町史 通史紺下巻」 (2011年）、「胆沢町史VI 近現代紺 IJ (2002年）など
による。

※家格順。参考として一関善も掲載。

ニ
ー
人
、
「
番
筒
銃
隊
」
五
四
人
、
槍

士
一
八
人
、
足
軽
六
九
人
な
ど
で
あ
っ

Q
“
)
 
た
。
亘
理
は
自
隊
の
武
器
で
は
「
他
邦
」

の
兵
と
統
一
的
な
軍
事
行
動
が
で
き

な
い
と
自
覚
し
て
お
り
、
秋
田
出
兵

時
に
「
和
銃
四
匁
隊
」
を
「
西
洋
銃
隊
」

に
絹
制
し
直
し
た
い
と
し
て
、
ミ
ニ

エ
ー
銃
八
〇
挺
・
ハ
ト
ロ
ン
（
薬
英
）

四
万
粒
の
拝
借
を
何
度
も
願
っ
て
い

た
が
、
叶
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
伊
達

弾
正
も
出
兵
に
際
し
て
、
本
藩
に
旋
条

銃
三

0
0
挺
の
払
い
下
げ
を
交
渉
し

て
い
た
が
、
資
金
に
苦
慮
し
て
い
た
。

秋
田
戦
争
時
、
給
人
部
隊
の
武
器
は

不
統
一
で
あ
り
、
施
条
銃
を
準
備
で

き
る
か
ど
う
か
は
個
々
の
給
人
領
主

次
第
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
武
器
の
貸
与
・
払
い
下
げ

願
は
、
兵
具
局
で
処
理
さ
れ
た
。
御

兵
具
方
横
目
総
取
締
兼
御
兵
具
奉
行

仮
役
で
あ
っ
た
星
健
三
郎
包
弘
の
日

(30) 
記
に
よ
れ
ば
、
星
は
七
月
二
十
九
日
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に
出
兵
部
隊
が
駐
屯
し
て
軍
事
拠
点
と
な
っ
て
い
た
岩
出
山
に
兵
具
局

を
開
設
し
た
。

八
月
四
日
、
星
は
及
位
ま
で
攻
め
込
ん
だ
伊
達
安
芸
隊
か
ら
弾
薬

三
万
発
を
要
求
さ
れ
、
一
万
発
を
支
給
し
た
。
ま
た
、
同
日
に
は
、
軍

事
参
謀
・
番
頭
格
の
朽
木
五
左
衛
門
昭
春
（
平
士
）
か
ら
、
伊
達
弾
正

隊
の
先
発
部
隊
に
対
し
て
、
及
位
の
戦
い
で
庄
内
藩
か
ら
拝
借
し
た
ハ

ト
ロ
ン
三
万
粒
を
渡
す
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
。

八
月
九
日
に
は
、
出
兵
先
の
但
木
左
近
篤
行
（
宿
老
）
か
ら
、
ミ
ニ

エ
ー
銃
を
半
小
隊
分
拝
借
し
た
い
旨
の
書
状
が
届
い
た
。
ま
た
、
八
月

十
二
日
に
は
中
村
宗
三
郎
宜
静
（
一
家
）
か
ら
「
四
斤
銃
」
の
繰
り
出

し
を
命
じ
ら
れ
、
国
許
の
同
役
に
通
知
し
て
前
線
に
送
っ
て
い
る
。
兵

具
局
の
武
器
輸
送
は
足
軽
や
農
兵
・
山
立
猟
師
が
担
っ
て
お
り
、
戦
争

後
の
九
月
二
十
六
日
に
は
褒
賞
が
与
え
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
星
の
日
記
に
み
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
「
藩
兵
」
に
対
す

る
施
条
銃
砲
の
貸
与
・
輸
送
の
記
事
だ
け
で
は
な
い
。
「
古
川
典
兵
」

ヘ
四
十
匁
銃
を
貸
与
す
る
（
八
月
一

1-H)
、
「
吉
岡
屈
兵
」
へ
番
筒
銃

三
十
挺
を
貸
与
す
る
（
八
月
五
日
）
、
西
磐
井
の
大
肝
入
の
大
槻
専
左

衛
門
か
ら
木
砲
玉
の
支
給
を
要
請
さ
れ
る
（
八
月
九

H
)
な
ど
と
い
っ

た
記
事
も
み
ら
れ
る
。
秋
田
戦
争
で
も
旧
式
武
器
の
農
兵
が
動
員
さ
れ

て
い
た
。

さ
て
、
秋
田
出
兵
が
本
格
化
す
る
と
、
八
月
十
二
日
に
出
兵
先
の
中

村
か
ら
岩
出
山
に
い
る
役
人
へ
出
張
命
令
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け

上
山
藩
主
の
「
総
督
」
構
想

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
は
連
合
軍
で
あ
る
が
故
の

指
揮
系
統
の
問
題
を
、
公
議
府
や
軍
務
局
を
設
け
て
、
そ
の
決
議
・
指

示
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服
を
図
っ
た
。
ま
た
、
白
河
方
面
や
越
後
(32) 

方
面
で
は
諸
藩
の
合
議
に
よ
っ
て
総
督
や
「
総
括
」
が
立
て
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
指
揮
の
問
題
は
、
給
人
の
連
合
軍
的
性
格
も
有
し
て
い
た
仙

台
藩
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。

【表
2
】
は
、
伊
達
安
芸
の
部
隊
が
作
成
し
た
「
秋
田
口
軍
事
御
用
留
」

(33) 

に
記
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
指
揮
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は

[29]
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
「
奸
賊
」
追
討
の
「
総
督
」
で
あ
る
上
山
藩
主
松
平

信
庸
の
指
示
に
従
う
よ
う
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

伊
達
慶
邦
は
信
庸
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
書
状
を
認
め
て
い
る
。

秋
田
変
心
、
野
を
背
、
既
二
出
兵
も
致
候
趣
報
告
有
之
、
誠
二
不

尋
常
事
件
二
立
至
、
御
近
隣
之
義
、
何
分
二
も
御
尽
力
、
速
二
御

ー て
星
ら
は
秋
田
領
に
入
っ
て
、
八
月
二
十
二
日
に
六
郷
に
兵
具
局
を
開

設
し
た
。
そ
し
て
、
九
月
二
日
に
は
「
岩
出
山
局
」
を
撤
収
し
て
い
る
。

担
当
す
る
藩
士
の
移
動
に
よ
っ
て
「
局
」
も
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
な
お
、
兵
具
局
は
後
述
す
る
軍
事
局
に
関
連
す
る
部
局
で
あ
る

(31) 

と
思
わ
れ
る
。仙

台
藩
の
指
揮
官
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出
陣
も
可
被
成
下
、
弊
藩
人
数
も
操
出
置
候
間
、
無
御
伏
蔵
御
指

揮
被
下
候
様
、
偏
二
所
希
二
御
座
候

こ
の
よ
う
に
、
仙
台
藩
は
秋
田
藩
と
開
戦
す
る
に
あ
た
り
、
信
庸
に

対
し
て
総
督
就
任
と
仙
台
藩
兵
の
指
揮
を
依
頼
し
て
い
た
。
だ
が
、
こ

れ
は
仙
台
藩
兵
だ
け
の
指
揮
依
頼
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
七
月
十
六

日
に
奉
行
（
他
藩
の
家
老
）
の
松
本
要
人
成
章
（
着
座
）
が
大
番
頭
仮

役
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
て
い
る
。

松
平
伊
豆
守
様
此
度
新
庄
口
江
諸
藩
よ
り
相
出
候
兵
隊
為
御
指
揮

之
御
出
馬
二
付
、
品
々
被
仰
入
、
銃
士
一
小
隊
十
番
富
田
小
五
郎

組
よ
り
大
番
組
与
頭
青
木
丹
治
指
揮
二
而
被
貸
遣
旨
被
仰
出
候

間
、
其
心
得
明
十
七
日
出
張
候
様
可
被
申
渡
候
、
已
上

七
月
十
六
日

猶
以
兵
根
等
御
家
二
而
御
取
賄
相
成
候
間
、
会
計
方
御
役
人

も
被
相
附
筈
二
候
間
、
此
段
被
申
渡
候
、
以
上

つ
ま
り
、
信
庸
は
新
庄
口
に
出
兵
す
る
「
諸
藩
」
の
兵
を
指
揮
す
る

た
め
、
仙
台
藩
の
大
番
銃
士
隊
を
附
属
さ
せ
、
兵
糧
・
会
計
も
仙
台
藩

が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
各
藩
」
の
依
頼
に

よ
っ
て
信
庸
が
総
督
と
な
っ
た
と
い
う
記
述
は

[
4
]
に
も
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
同
盟
軍
に
総
督
を
設
け
、
そ
の
な
か
で
仙
台
藩

と
上
山
藩
の
一
体
化
を
模
索
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が

[
4
]
の
よ
う
に
、
若
年
寄
の
大
町
勘
解
由
賢
頼
（
一
族
）

が
出
兵
部
隊
に
対
し
、
信
庸
の
出
陣
が
遅
れ
る
と
し
て
、
出
張
先
の
判

断
で
攻
め
入
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
そ
し
て
結
局
、
信
庸
は
総
督
を

辞
退
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
す
ぐ
に
庄
内
藩
が
新
庄
を
攻
め
落
と
し

た
こ
と
に
加
え
、
天
童
藩
や
本
国
が
新
政
府
軍
に
参
加
し
た
村
山
盆
地

(36) 

の
飛
び
地
に
対
す
る
疑
念
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、

[
3
]
[
6
]
の
よ
う
に
、
同
盟
諸
藩
は
総
督
や
軍
事
機
関

に
戦
況
を
報
告
す
る
の
で
は
な
く
、
廻
状
な
ど
に
よ
っ
て
各
藩
に
戦
況

を
報
告
し
、
派
兵
な
ど
を
要
請
す
る
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

2

仙
台
藩
の
「
総
督
」

で
は
、
実
際
に
仙
台
藩
の
指
揮
を
と
っ
た
の
は
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
七
月
十
五
日
、
松
本
要
人
が
但
木
左
近
に
対
し
て
、
新
庄
に
出
張

(m) 

し
て
各
部
隊
の
「
防
戦
進
撃
」
を
指
揮
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
時
期
を

考
え
れ
ば
、
同
盟
軍
「
総
督
」
で
あ
る
松
平
信
庸
の
指
揮
下
に
入
る
仙

台
藩
兵
の
統
括
的
役
割
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
に

つ
い
て
、
庄
内
藩
側
は
但
木
が
「
惣
大
将
」
で
秋
田
に
出
兵
す
る
と
理

解
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
星
健
三
郎
の
日
記
で
は
、
八
月
一
日
に
「
総
督
中
村
宗

三
郎
」
が
岩
出
山
か
ら
鬼
首
に
出
張
し
た
と
記
し
、
以
降
も
中
村
を
「
総

督
」
と
記
す
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
但
木
の
名
前
に
は
何
も
付
し

(39) 

て
い
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
中
村
を
「
総
督
」
と
し
て
い
る
史
料

が
多
い
が
、
中
村
に
付
属
し
た
亘
理
大
吉
の
家
老
は
、
日
記
の
な
か
で

中
村
を
「
惣
督
」
と
記
し
つ
つ
、
「
御
国
番
御
惣
督
の
内
但
木
様
」
へ
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(40) 

庄
内
溜
が
守
備
を
依
頼
し
た
な
ど
と
も
記
し
て
い
る
。

但
木
と
中
村
の
二
人
に
共
通
す
る
の
は
、
若
年
寄
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
若
年
寄
は
、
奉
行
を
補
佐
し
て
大
番
士
以
上
の
進
退
を
司
る
職

で
あ
る
。
白
河
口
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
あ
る
大
番
士
の
日
記
で
は
、

福
島
に
詰
め
て
い
た
若
年
寄
の
泉
田
志
庶
基
光
（
一
家
）
を
「
軍
事
惣

(41) 

督
」
と
記
し
て
い
た
。
他
方
、
あ
る
軍
目
付
は
、
明
治
中
期
に
ま
と
め

た
履
歴
に
、
泉
田
を
「
参
謀
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
履
歴
に
よ
れ

ば
、
閏
四
月
二
十
四
日
、
大
番
頭
の
瀬
上
主
膳
は
白
河
出
兵
を
命
じ
ら

れ
た
際
、
「
軍
事
参
謀
心
得
」
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
二
十
八
日

に
白
河
に
到
着
し
た
が
、
翌
二
十
九
日
に
「
参
謀
」
（
実
際
は
軍
事
参
謀
・

番
頭
格
）
の
坂
本
大
炊
隆
中
（
平
士
）
が
到
着
す
る
と
、
瀬
上
は
「
軍

事
参
謀
心
得
」
を
解
職
さ
れ
た
。
五
月
一
日
の
戦
い
で
坂
本
が
戦
死
し
、

「
三
軍
指
揮
」
の
者
が
い
な
く
な
る
と
、
戦
闘
中
に
副
参
謀
と
軍
目
付

が
協
議
し
て
、
瀬
上
を
「
若
年
寄
仮
役
兼
参
謀
」
と
し
た
。
そ
し
て
、

二
本
松
に
撤
退
し
た
涸
上
は
五
月
十
二
日
に
「
若
年
寄
仮
役
」
を
免
じ

ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
を
み
る
と
、
大
番
頭
で
は
全
軍
の
指
揮
官
に
は
な
り

え
ず
、
若
年
寄
や
参
謀
が
指
揮
官
と
し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
実
際
、

[
9
]
の
軍
令
に
は
、
「
総
而
若
年
寄
井
隊
長

之
下
知
を
可
相
守
」
と
あ
り
、
若
年
寄
は
指
揮
官
と
し
て
秋
田
領
に
出

陣
し
て
い
た
。
若
年
寄
に
つ
い
て
は
、
仙
台
城
下
で
の
一
門
へ
の
通
達

に
関
す
る
分
析
か
ら
、
軍
事
を
統
括
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘

（
岱
）

さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
事
例
か
ら
は
、
実
際
の
戦
場
に
お
い
て
も
部
隊

を
統
括
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

庄
内
藩
側
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
八
月
十
五
日
に
仙
台
藩
の
若
生
精
一

郎
が
陣
営
を
訪
れ
、
「
仙
兵
総
督
ナ
ク
万
事
不
便
ナ
ル
カ
故
二
只
木
土

佐
力
長
男
左
近
ナ
ル
者
卜
中
村
惣
三
郎
ヲ
シ
テ
都
督
タ
ラ
シ
ム
ル
ノ

CF) 

趣
」
を
伝
え
た
と
い
う
。
も
と
も
と
仙
台
藩
は
総
指
揮
官
が
不
明
瞭
で

あ
る
と
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
信
庸
へ
の
指
揮
依
頼
は
、
そ
の
解
決

の
た
め
で
も
あ
っ
た
が
、
秋
田
戦
争
で
は
若
年
寄
二
人
が
軍
を
統
括
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
秋
田
戦
線
で
の
様
相
で
あ
り
、
戊
辰
戦

争
全
般
を
通
じ
て
若
年
寄
が
仙
台
藩
の
総
指
揮
官
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。
秋
田
戦
争
で
若
年
寄
が
「
総
督
」
的
な
立
場
に
あ
っ
た

の
は
、
奉
行
で
軍
事
名
代
の
坂
英
力
の
よ
う
な
、
若
年
寄
以
上
に
権
能

を
有
す
る
存
在
が
出
陣
し
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

横
手
の
戦
い
の
あ
と
、
【
表
l
】
の
よ
う
に
、
仙
台
藩
は
若
年
寄
と

軍
勢
を
二
手
に
分
け
、
中
村
と
参
謀
・
番
頭
格
の
今
村
駕
之
助
盛
幸
（
平

士
）
は
六
郷
・
角
館
方
面
へ
、
但
木
と
参
謀
・
番
頭
格
の
朽
木
五
左
衛

門
は
角
間
川
・
楢
岡
方
面
へ
と
出
兵
し
た
。
そ
れ
で
は
、
若
年
寄
は
各

部
隊
に
ど
の
よ
う
に
指
示
を
与
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
【
表

2
】
か
ら
、
中
村
と
行
動
を
共
に
し
た
伊
達
安
芸
隊
へ
の
指
示
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
る
。

目
に
つ
く
の
は
、
目
付
な
ど
を
通
し
た
指
示
で
あ
る
。

[54][55]
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【表2]伊達安芸隊の御用留の記事

番号 月H 作成 宛名 内容 伯考

1 7月16B 安半左芸衛様門御家老坂元 憐（宮頭床・伊垣逹崎）忠勝右一衛郎門様様御 直〔通談遠願〕）（新庄に4小隊出兵につき

2 7月20B 安衛門芸家老坂元半左 (H付赤坂歓太夫） 〔報告〕（東根にて疑敷者取押さえ）

3 8月1日 樋米口沼甚笠六岩小太郎・ 各様 （順遠〕（弊藩黙森簿久内まで平定） 送「右候庄事内」顛遠披見1111上ノ山江相

4 7 JI （若年寄）大町勘解

榮HI （“中参"lll謀すlll）） 今付付・長付亘村沼））） 理鷲雄赤il)上大之坂J太UI助古左周歓長 為処之（人披通追卸、、成達討飯指御輝）之」1li1同出）（総張次f人松督少先第平．討敷機伊各入鐸会豆驀伝次出守防張様第樟御御討彼羽頼仰同入州．渡餃も奸御可様Ill馘" 鋏ィbrr 
安衛梱芸J:門殿主・膳歓・へ弾太は正夫此殿よ方人りよ数柑りへ遠致惣候竹太様尾左、山 殿・

殴・
・（目

窟太太吾殷l"l夫郎.. 殿殿 ・ ・(（ 9日9 ） JI周

5 〔ど軍）令）（一番小絃ー昼夜宛交番な

6 8月1H （米沢藩）上野与七 （上山窪）中村平助様 召［行へ状大〕 （黒森山合戦勝催利促につき仙 「右紙面上ノ山より直談」
郎 軍操出候様御 被下）

7 7月24Fl 盛岡江帖五郎 仙台様様・御米出沢張様御・会役律H様中・拝（顛見達の〕 （弊め野藉村進礼軍につき戦争泰助模様派 議「庄有内之参捐謀盛長岡坂よ右り近之之紙助面罷持越参軍」
上山 た 次郎藤森
様 遺）

8 8月 当初出兵之列洛軍

〔をに鯰行つ田さき）賊仁今（佐徒度之竹扱に当家絹所等之へ不し義義致討者遷入候列へ．な苔祭人ど之罪）数指盟之約小向
「持下庄度参内巾無よ入異り候儀秋m侯田」ハ笛村、御々述江触名渡被苔成議府

民切不， 8月 耶を令可条柑守（総な而ど若）年寄井隧長之下知

10 8月 仙台涌谷軍m方 lll1（通用達相〕 （雄勝部居店松家村扱百姓共軍事） 
勤候に付 に不可焼

11 8月 媒（報在告於〕 （八月＿t-四戦H羽討州死秋井m手笛i1六
下深井村争 人

頭）

12 8月 安芸家老坂元半左 尿前御撓H御役人宋中 境〔即目行被）相（右之者共m事打之につき
衛門 通被下候）

13 8月 安芸家老坂元半左 尿前御坑H御役人釆中 埴〔顕目書被〕相（右通之被者下共餃用）事打之につき
術l"l

14 8月 安衛芸門家老坂元半左 尿前御撓目御役人衆中 埴〔邸H杏被）柑（右之者共用事有之につき
通彼下候）

15 8月 安衛芸門家老坂元半左 千〔顧両行拝）借（不願）如意の勝手向につき金

16 8月 安芸家老坂元半左 尿前御igu御役人衆中 〔目顧被行相）通（右被之下候者在）所遺餃につき境
衛門

17 8月 安衛門芸家老坂元半左 尿前御校日御役人衆中 （H駁被杏相〕 （右彼之下者在所遣餃につき坑
通候）

18 8月 安衛門芸家老坂元半左 尿前御境目御役人来中 〔H顧被行相〕通（右被之下者候）在所遺候につき境

19 8月 安衛門芸家老坂元半左 柑〔顕渡行候）様（ミニール方弾薬弐万発披
被成下候）

20 8月 安衛芸門家老坂元半左
村手〔報hよ告討り）虻死（昨野）村廿境三にH安て芸戦争人仕数上候黙に土付

21 8月 坂元半左衛門 鑓〔報．告袖）措（持応梨参子）村池田文八郎家の

22 8月 安衛門芸家老坂冗半左 鉄砲関

23 8月 （若年寄）中村宗三
瀬_I:（主参膳謀設）赤今・亘坂村理笠歓大之太助夫吉 御等（通撓へ達通逃〕去判（手相受R病気の者m相行軍、密務）局より郎 殴・ 登可巾被 二国許
殿・ (H付） 候者軍法
殿

24 8月 軍務局
瀬殿殿J:・・ （（主参目膳謀付殿））今赤・且村坂理歓翌大之太助吉夫 〔通達〕致品（取候分捕者申品軍敷各務局へ指出、 民無斬百姓の 間、隊長之指第図

之分事捕に ハ器見かけ次
殴 候 遂軍議候）

25 8月24日 軍務局 安芸殿内坂冗半左衛門 代〔通可遠成）（安芸殿兵隊討死につき御
下）
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Akita University



26 8 n 27 ll 門（安・芸束家仕老） 半左衛 （小隊長）弘殴千芙石・殿虻甚橋左・入順衛門 〔り顛被達相〕渡（）別紙宵1寸中村宗三郎様よ
殿進川殿蔵・村ほ之か岡助殴 順l之Ul 
3名

27 
8 " 

安芸家老坂元半左 尿前御埴月師役人衆中 埴〔駁H1じ被〕（右之者jumlIHi之につき
衛門 柑通被下候）

28 8月 安衛門芸家老坂元半左 尿前御埴H御役人衆中 境〔駁＂杏被〕（右之者共候 ｝＂m打之につき
柑通被"f ) 

29 7月21B 伊逹安芸殿留守居

迅餃餃即u事しr討処皿」9内h9）l之，11遂1j•-、飼請9け;松承mH被（尾平9碑「仰羽1伊相指花f州寸沢豆成図候地守、二tl:条蜂随I様御●、起9江出ひ所b之総張尽よr札奸仔相）りJ1遠賊御成成919 願符功候来込
30 合i菜 後半枯―J―

31 8月24H 之（物介l!):)＋二村年人 安芸殴御内隊長衆中・ 可（通柑達IU〕（11($方被R11l1l刻京三郎帥所迄 前半俗1.
弾正殴御内隊長衆中 旨M人候）

32 合Li菜（参政より被仰渡）

33 8月26H八谷篤太郎 d＿理様東計様 坂冗平左 Ill〔き通の中達村程〕人（迂数農貰池藩田文八郎象し問につ
衛l"I 赤坂氏一Iii)人数探

参政より11上あり）

“ 
8月 軍事ld

江籾〔軍之注令義進）ハ之（敵注義之進ハ模二治様及定苦不仕戦巾候m之分勝なハ敗ど格）旗別元． 

3.5 8月 篤平田武五郎・八谷 涌谷隊衆 〔を通参遠政〕よ（角り館被進仰撃渡）につきIil印変更
太郎

36 8月24H 奈〔通三遠郎）（右人数大銃方抑用被仰付
手に附属）

37 8月29El 傭(H付）太田兵弥 横先手々役よ人り中辺筋尿前通行 つ（通き達無）（伊達安芸家中病気帰国に
異義）

38 御H1寸方
急使様顧番nr達両;ff（出参兵謀合戦之勁布へ告の柑ため人 今村競之助 廻候
之）

39 8月晦[] 軍事局 御H付中・軍H付中 急〔怠速馴取遠図））（先陣二追指勝柑約候者

郎膳鰍苔→（軍殿長御・（H安(中目・fHif亘芸t};・)i}安踵内）K)内＊芸I上II殿m甘9兵1殿・役F弥人隅木胴・•搾幡“n→I9正'瀬I卜1IsI殿／．兵KI：衡六主手請
40 9月1H 安芸一老家坂H元理半東左廿伶・i （u報白告岩） （去込月廿JU1 岩瀬nIdlu•九

I9り家 n繰閾）
門

41 9月1H (1I[U1す）焦HI大六 安芸殿隊長衆1" 軍（通務達局〕 （安芸殿仰御出兵隊出兵につき 請行（安芸内内1t役木幡庄兵
郎 より被 ） 衛）

42 9月2H 軍務局 御H付中・ 1[H付巾 急顛遠（戦士各隊不残杏IlI候様行 (ll[El1す）太田兵弥・黙川大六
尾可布之） 郎・ (H付）上野太膳→瀬上主

膳村殿鵞之殿•助H手理殿隊大・安古芸殴殿・手（参隊謀長）中今・
弾正 長中

43 9月2I] 新野健三郎 安芸殴御隊長衆中 御〔通締達の） （右四人安芸殿き宗兵隊三へ郎諸m
ため附属につ 方よ

り御談）

44 9月3H (il[H付）太1IJ兵弥・ 前杏各隊（安主芸殿・弾 村（通へ遠可〕（ U々 無怠交番につき横沢
開1H大六郎・(H付） 正殿・瀬上 膳．且理隊 柑詰）
J:野太膳 大古・中村宗三郎）

長衆中

45 9月 涌谷本陣 閥外御締衆中 て（通陣達外〕通（イi之行涌義谷軍'JT-1i御川に
行無異 ） 

46 て〔顧病ff人ヵ柑〕増（寒）気雄く夏仕度のみに 後半枯T

47 9月 安芸家老坂元半1,： 尿前御JJi.H御役人衆中 〔刷許ヵ〕 前半柑T
衛門

48 9月7" (H付）上野太膳

安k和，，9芸久i'；1鷲殴i殿n之之・・助判瀬進殿殴正I：4殴i主・隷（．膳参長q殿謀中理） ・
〔怠顧達）（御本~I!私砧j所へ1!11刻可 胡杏（安芸内行事役秋IIl専治）
柑Ill)

49 合4菜

50 ，＂ 安芸一家亘理東什 III兵人数潤
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51 安衛門芸家老坂元半左 末〔報）告〕（横沢村百姓の大小取上始

52 9月 御目付上野太膳
悛安本芸与殿右一衛家門亘等理四東人吾内 涌〔印谷判迄〕兵（仙摂北泊郡り板無見異内義）より尿前通

53 9月913 (H付）上野太膳 涌谷御内坂元半左衛門 〔通達〕（本陣我等詰所へ被柑出様）
殿

引 9月9H 宗三郎 御日付中 怠顛遠日（鑑御相家改日）印、南部・庄内・
上山旗

55 9月9H 宗三郎 (H付）上野太膳殿
怠馬顛賃遠銭柑（払猥候二早様窟国紐許不よ柑り釆申様来）、人

56 9月
谷候（図へ様杏遺）〕候（右llll之昼寓者病兵気根行につ先へき在被所柑立涌

57 9月 安衛芸門家老坂冗半左 〔報告〕（六郷町人より鯰預かり）

58 9月13日 （目付）上野太膳 安芸殿卸内坂冗半左衛 宿〔通仰遠へ〕）（斉藉栄吉御用につき我等
門殿

59 9月13H（日付）上野太膳 安門殿芸殿御内坂元半左術 （通遠〕（御用につき宿陣へ）

60 9月 安衛門芸家老坂冗半左
ヘ〔き顧冬遣杏候仕〕条度（右、頂之安餃者芸被成共人用下数平夏度服）につ着き涌谷用につ

61 9月14H（日付）上野太膳 安芸殷御内坂元半左衛 〔通達）（御用につき宿陣へ）
l"l殿

62 9月13日 （日付）上野太膳
安弾芸正殿殿飼御内内亘安理積束権吾兵殿衛・限遠（松平方指甚三郎より談判致度に

つき軍~ Ill餃様北爪桁六より
殿 申来）

63 9月14"("｛,t）上野太膳 赤之哩安坂進積東権殿吾歎兵太殿•衛安夫・殿弾殿芸殿正・和御殿久内獨清内Ji 顛き遠私宿（宗陣へ三郎御殿越可よ被り成御用）有之につ

64 〔陣割）

65 9月158 (H付）上野太膳 安芸殿御内亘理東吾殷 〔通遠）（手屋HIi1兵柑控）

66 9月 〔OOi候杏111l）（右兵同禎人病顕気につき涌谷へ
遺 1111昼寓 ） 

67 9n (H付） J:野太膳 安弐芸人家中志子田庄吉等 台〔印へ判兵〕（仙泊北郡大曲より尿前通仙
根 I)共に無異義）

68 登（報候告:i}i〕)（右病気につき国許へ為柑

69 当時病営二罷通在在所候悶（右四人病気
につき尿前 涌谷へ追候問昼
寓兵摂駁）

70 
在（屈所杏涌〕谷（へ右之遣者候病問気昼寓につ兵絞き尿願前）通

※「秋田口軍nt御m留」（「涌谷伊達家文行」仮番号834、東北歴史博物館蔵）による。
米記事には使宜的に番サを付した。
※作成・宛名の丸括弧は執筆者の補足。内容は抜き行き又は執箪者が要点をまとめたもの。
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請→杏J:太（膳安様芸）家老坂元半左衛門

瀕恨郎謀内内権（日上）亘市兵兵“付衛主醒今Ill兵厨）騎上戴村万東衛戴殿野左吾殿鷲・太・之衡殿信和・闘助弾溢1"1久・→殿殿殿数正清互昆殿御之・•理将安殿御内進束監芸御内横殿吾殿殿安地内・殿（呑貧御廿積三・l 

上主今檎理（軍膳野村万東目殿左太鷺吾付膳之衛殿・）和→助門黒・久殿殿数亘田i1i馬理大・・之安東将殿六退監吾芸御郎殿殿殿殿内・・ （ 目fす）
・瀬上

輝御竹（参内内艇謀店lit h ） 

兵衛殿/•(!11·B弾氾杏殿正（馬殿fl1•安殿fl1内芸御内安積権郎役兵
衛衛殿殿 安御芸横内地野事三 兵秋

山専治）

M→上行太（膳安様芸）家老坂元半左衛門

→閑上杏太（膳安様芸）家老坂元半左衛門

請-J:密太（膳安様芸）家老坂元半左衛l'1

候「右処顛左遠之に通付割上」野殴宿仰所へ参

胡太膳古様（）安芸一家亘理東廿→上
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[63]
で
は
、
中
村
が
目
付
や
軍
目
付
に
指
示
を
出
し
、
そ
れ
を
各
部

隊
の
隊
長
に
伝
達
し
て
い
る
。
ま
た
、

[
3
1
]
[
3
2
]
[
3
3
]
[
3
5
]
[
4
3
]

で
は
、
目
付
や
物
書
と
思
わ
れ
る
藩
士
が
「
参
政
」
（
若
年
寄
）
の
中

村
の
意
を
う
け
て
通
達
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

[23]
の

よ
う
に
、
中
村
が
直
接
指
示
す
る
の
は
、
給
人
や
参
謀
・
目
付
な
ど
の

直
臣
に
限
定
さ
れ
、
目
付
は
直
臣
・
陪
臣
を
問
わ
ず
通
達
を
出
し
て
い

る
。
実
際
、
伊
達
数
馬
隊
に
参
加
し
た
陪
臣
の
日
記
に
は
、
戦
場
で
床

几
に
腰
か
け
、
目
付
に
指
図
す
る
中
村
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

[38]
の
よ
う
に
、
参
謀
の
今
村
鷲
之
助
が
使
番
を
通
し
て

戦
場
で
部
隊
に
指
示
を
出
す
と
す
る
通
達
も
出
さ
れ
て
お
り
、
大
番
士

層
の
参
謀
が
指
揮
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、

[44]

な
ど
に
登
場
す
る
黒
田
大
六
郎
は
直
臣
の
軍
目
付
で
あ
る
が
、
【
表
1
】

の
よ
う
に
給
人
部
隊
を
率
い
て
秋
田
領
に
攻
め
込
ん
で
お
り
、
目
付
が

部
隊
を
指
揮
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

さ
て
、
秋
田
戦
争
で
は
庄
内
藩
兵
は
優
勢
に
戦
い
を
進
め
た
が
、
仙

台
藩
兵
は
度
々
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、
消
極
的
な
姿
勢
も
見
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
、
庄
内
藩
一
番
大
隊
の
参
謀
は
「
山
形
上
ノ
山
も
、
大
抵
仙
藩

ハ
柔
弱
可
申
様
無
之
残
念
至
極
也
、
下
卒
等
専
乱
妨
を
好
ミ
役
人
者
制

し
兼
候
体
、
あ
き
れ
果
申
候
」
「
先
鋒
を
争
ひ
候
等
申
事
ハ
と
ん
と
無
之
、
(46) 

惣
而
私
共
之
指
図
次
第
也
」
な
ど
と
仙
台
藩
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
仙
台
藩
が
庄
内
藩
の
指
図
に
従
う
と
い
う
表
現
で

あ
る
。
【
表
2
一
を
は
じ
め
仙
台
藩
側
の
史
料
で
は
、
両
藩
の
間
に
明

確
な
上
下
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
だ
が
、
伊
達
安
芸

隊
の
小
隊
長
の
日
記
に
は
、
「
庄
藩
之
沙
汰
相
待
居
候
事
」
（
八
月
十
日
）
、

「
横
手
城
へ
庄
藩
攻
入
、
城
衷
閑
道
ハ
涌
谷
勢
攻
入
呉
候
様
庄
藩
よ
り

(”) 

之
沙
汰
有
之
」
（
八
月
十
一
日
）
と
い
っ
た
記
述
が
み
ら
れ
る
。
若
年

寄
の
指
示
で
は
な
く
、
庄
内
藩
の
指
示
で
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
中

村
や
但
木
が
緒
戦
か
ら
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
仙
台
藩
の

指
揮
系
統
は
上
手
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
中
村
が
参
戦
し
た
後
も
、

[62]
の
よ
う
に
、
庄
内
藩
一
番

大
隊
の
大
隊
長
で
あ
る
松
平
甚
三
郎
が
軍
議
の
開
催
を
北
爪
楯
六
を
通

し
て
仙
台
藩
側
に
伝
え
、
そ
れ
を
目
付
が
部
隊
長
に
伝
え
て
い
る
。
こ

こ
に
登
場
す
る
北
爪
と
は
、
八
月
半
ば
か
ら
仙
台
藩
兵
に
附
属
し
た
庄

内
藩
士
で
あ
る
。
北
爪
や
そ
の
交
代
要
員
で
あ
っ
た
加
賀
山
桃
太
夫
は
、

仙
台
藩
兵
と
庄
内
藩
兵
と
の
間
を
往
来
し
て
周
旋
を
行
っ
て
お
り
、
更

に
瀬
上
主
膳
と
と
も
に
「
大
斥
候
」
に
出
て
、
危
急
に
臨
ん
で
は
瀬
上

eg) 

隊
の
一
部
を
率
い
て
戦
っ
て
い
た
。
庄
内
藩
が
仙
台
藩
と
の
軍
事
的
な

連
携
を
円
滑
に
行
お
う
と
動
き
、
実
際
の
作
戦
計
画
や
戦
闘
で
は
庄
内

藩
が
主
禅
権
を
握
る
場
面
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
望
ん
で
庄
内
藩
の
指
揮
下
に
入
っ
た
藩
も
あ
っ
た
。
仙
台
藩

の
支
藩
で
あ
る
一
関
藩
は
、
但
木
左
近
の
指
示
を
う
け
て
秋
田
領
に
攻

め
込
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
部
隊
は
仙
台
藩
に
指
揮
さ
れ
る
こ
と
を
嫌

(49) 

い
、
庄
内
藩
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。
各
地
で
敗
北
を
繰
り
返
し
た
仙
台

藩
は
、
支
藩
の
統
制
も
取
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
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仙
台
藩
の
軍
事
機
関

1

仙
台
藩
領
の
「
軍
事
局
」

奥
羽
列
藩
同
盟
結
成
に
際
し
、
仙
台
藩
は
福
島
に
「
軍
事
局
」
を
設

け
て
、
奉
行
の
坂
英
力
や
若
年
寄
兼
軍
事
参
謀
の
真
田
喜
平
太
幸
歓
（
召

(50) 

出
）
を
配
置
し
た
。
そ
の
後
、
五
月
二
十
九
日
に
同
盟
諸
藩
は
会
議
に

お
い
て
、
福
島
に
同
盟
の
「
軍
務
局
」
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
出
兵
し

て
い
る
諸
藩
は
適
宜
相
談
し
な
が
ら
各
地
に
「
軍
務
局
」
を
設
置
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
実
際
、
七
月
半
ば
に
は
福
島
に
「
軍
務
局
」
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
仙
台
藩
単
独
の
、
あ
る
い

は
列
藩
同
盟
の
軍
事
機
関
・
司
令
部
は
、
軍
事
局
や
軍
務
局
な
ど
と
い
っ

た
呼
称
で
史
料
に
登
場
す
る
。

秋
田
戦
争
が
展
開
さ
れ
て
い
た
八
月
、
南
方
に
は
「
福
島
軍
務
局
」

の
ほ
か
「
桑
折
軍
務
局
」
「
坂
本
軍
事
局
」
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
仙
台
藩
は
八
月
五
日
に
伊
具
郡
丸
森
邑
主
の
佐
々
備
中
元
則
（
着

座
）
を
「
丸
森
辺
御
固
総
督
」
に
任
命
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
戦

争
に
際
し
て
臨
時
的
に
設
け
ら
れ
た
役
職
で
あ
り
、
軍
事
拠
点
と
な
る

よ
う
な
地
域
に
知
行
地
を
有
す
る
大
身
給
人
に
「
総
督
」
と
し
て
の
権

能
を
与
え
、
当
該
方
面
の
藩
兵
を
統
括
さ
せ
よ
う
と
す
る
狙
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
「
局
」
の
設
置
や
「
総
督
」
の
任
命
は
、
仙
台
藩
領
の
北

方
で
も
み
ら
れ
た
。
北
方
で
は
秋
田
藩
と
盛
岡
藩
に
備
え
る
た
め
、
藩

境
の
金
ヶ
崎
や
水
沢
（
胆
沢
郡
）
に
軍
事
局
が
設
け
ら
れ
、
若
年
寄
な

（日）

ど
が
詰
め
て
啓
備
や
山
立
猟
師
・
修
験
の
訓
練
に
当
た
っ
て
い
た
。

(55) 

局
に
出
勤
し
て
い
た
渋
川
助
太
夫
常
射
（
平
士
）
の
日
記
に
は
、
軍

事
局
の
ほ
か
に
軍
務
局
と
い
う
呼
称
が
登
場
す
る
。
福
島
で
の
用
例
に

従
え
ば
、
仙
台
藩
単
独
の
機
関
か
、
列
藩
同
盟
の
機
関
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
日
記
で
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

例
え
ば
、
「
局
」
の
移
転
と
い
う
出
来
事
や
（
「
紀
二
」
「
紀
三
」
七

月
二
十
九
日
条
）
、
通
行
途
中
の
盛
岡
藩
士
あ
る
い
は
庄
内
藩
士
が
来

訪
す
る
と
い
っ
た
出
来
事
（
「
紀
二
」
八
月
十
三
日
条
）
を
軍
事
局
と

軍
務
局
の
両
方
で
記
し
て
い
る
。
な
お
、
他
藩
士
が
来
訪
し
た
と
い
っ

た
記
述
は
他
に
も
み
ら
れ
、
情
報
を
交
換
し
、
対
応
を
協
議
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
仙
台
松
の
井
屋
敷
や
白
石
公
議
府
の
よ
う
に
、
同
盟
諸
藩

の
藩
士
が
常
駐
し
て
、
恒
常
的
に
会
議
を
開
い
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ

な
い
。
構
成
員
や
機
能
に
つ
い
て
差
異
を
有
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

差
し
当
た
り
金
ヶ
崎
と
水
沢
に
つ
い
て
は
「
軍
事
局
」
と
い
う
呼
称
を

使
用
し
て
、
日
記
か
ら
分
か
る
仙
台
藩
内
の
様
子
を
確
認
す
る
。

六
月
十
四
日
、
渋
川
は
軍
目
付
と
し
て
、
「
南
部
御
境
通
御
固
方
主
宰
」

と
な
っ
た
金
ヶ
崎
邑
主
の
大
町
因
幡
頼
殖
（
一
族
）
へ
附
属
を
命
じ
ら

れ
た
。
二
十
一
日
に
は
、
金
ヶ
崎
に
軍
事
局
を
設
け
、
大
町
因
幡
（
総

宰
）
、
但
木
左
近
（
若
年
寄
）
、
久
世
平
八
郎
（
目
付
）
と
渋
川
ら
が
会

議
を
開
い
た
。

そ
の
後
、
水
沢
邑
主
の
伊
達
将
監
邦
寧
（
一
門
）
が
「
南
部
御
境
通
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軍
事
御
名
代
」
と
な
り
、
七
月
七
日
に
参
謀
の
大
立
目
小
四
郎
克
敬
（
平

士
）
と
と
も
に
水
沢
に
到
着
す
る
と
、
金
ヶ
崎
の
「
総
宰
衆
」
・
但
木
・

久
世
は
水
沢
に
出
向
き
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
秋
田
藩
が
仙

台
藩
の
使
節
を
殺
害
し
た
と
の
一
報
が
盛
岡
藩
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
と
、

七
月
十
一
日
に
は
渋
川
と
久
世
が
水
沢
の
大
立
目
の
も
と
に
出
向
き
、

協
議
を
行
っ
た
。

七
月
二
十
日
に
は
、
大
町
因
幡
が
奉
行
に
就
任
し
た
た
め
、
後
任
を

若
年
寄
の
大
町
勘
解
由
が
務
め
る
旨
の
一
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
大
町
勘

解
由
は
、
派
遣
先
が
金
ヶ
崎
と
福
島
の
間
で
二
転
三
転
し
て
い
た
。
こ

の
背
景
に
は
「
若
年
寄
人
不
足
」
が
あ
り
、
戦
線
の
拡
大
に
よ
っ
て
各

地
の
軍
事
局
に
派
遣
さ
れ
る
若
年
寄
が
増
え
て
い
た
よ
う
だ
。

七
月
二
十
九
日
、
金
ケ
崎
の
軍
事
局
を
水
沢
に
移
転
し
、
伊
達
将
監

（
軍
事
名
代
）
、
大
町
勘
解
由
（
若
年
寄
）
・
大
立
目
小
四
郎
（
参
謀
）
．

久
世
平
八
郎
（
目
付
）
、
久
保
遊
助
（
徒
目
付
）
に
金
ケ
崎
詰
の
渋
川

が
加
わ
り
軍
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
、
岩
出
山
の
中
村
宗
三
郎

か
ら
の
使
者
が
水
沢
に
到
着
し
、
参
謀
や
軍
事
名
代
に
総
攻
撃
を
「
献

策
」
し
、
同
意
を
得
た
。

水
沢
軍
事
局
で
は
水
沢
に
近
い
下
祗
江
か
ら
の
進
攻
を
計
画
し
た
。

七
月
二
十
九
日
、
渋
川
は
下
祗
江
に
駐
屯
し
て
い
た
三
沢
信
涙
の
部
隊

に
「
新
庄
口
鬼
首
口
須
川
ロ
一
同
同
日
討
入
候
方
二
而
談
判
候
間
日
数

五
日
前
岩
出
山
軍
事
局
ヨ
リ
申
来
筈
二
候
間
水
沢
軍
事
局
ヨ
リ
御
指
揮

(56) 

次
第
御
人
数
可
被
指
出
候
」
と
の
指
示
を
出
し
た
。
そ
の
頃
、
岩
出
山

で
は
、
前
述
の
よ
う
に
兵
具
局
が
設
け
ら
れ
、
「
総
督
」
中
村
も
出
陣

の
準
備
に
入
っ
て
い
た
。
ま
た
、
但
木
左
近
（
若
年
寄
）
、
朽
木
五
左

衛
門
（
参
謀
）
、
北
作
左
衛
門
（
軍
目
付
）
や
兵
具
方
の
星
健
三
郎
が

（包

軍
議
を
開
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
は
、
秋
田
攻
撃
に
当
た
る
軍
事
局
が
水
沢
と
岩

出
山
の
ニ
ヶ
所
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
出
兵
部
隊
の
調
整
や
差
配
を
行

い
、
連
携
し
て
攻
め
入
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
藩
領
北
方
で
は
、
若
年
寄
の
ほ
か
軍
事
参
謀
や
目
付
な
ど
が
軍

事
局
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん
若
年
寄
よ
り

軍
事
的
に
高
次
に
位
骰
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
総
宰
」
や
軍
事
名
代
も

意
思
決
定
に
関
与
す
る
。

渋
川
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
八
月
七
日
に
参
謀
の
大
立
目
と
軍
目
付
の

渋
川
は
、
伊
達
将
監
の
部
隊
六

0
人
、
三
沢
信
浪
の
部
隊
六
九
人
な
ど

を
率
い
て
出
兵
し
、
雄
勝
郡
の
手
倉
番
所
や
椿
台
村
に
攻
め
込
み
、
放

火
や
分
捕
り
を
行
い
、
九
日
に
掃
陣
し
た
。
各
隊
か
ら
は
生
け
捕
り
に

し
た
百
姓
の
名
前
や
年
貢
高
、
槍
や
火
縄
銃
な
ど
の
武
器
、
村
の
帳
節

な
ど
を
記
し
た
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
後
述
す
る
事
例
も
勘
案
す
る

と
、
軍
事
局
（
も
し
く
は
軍
務
局
）
は
分
捕
り
調
書
の
提
出
先
で
あ
り
、

貨
罰
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

八
月
二
十
七
日
、
中
村
の
意
を
う
け
、
二
十
二

8
に
現
地
を
出
発
し

た
援
軍
要
請
を
求
め
る
使
者
が
水
沢
に
到
着
し
た
。
そ
し
て
、
二
十
八

日
に
は
一
門
三
家
の
合
計
四
小
隊
を
派
兵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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出
兵
部
隊
へ
の
通
達
に
み
る
「
軍
務
局
」

出
兵
部
隊
へ
の
通
達
に
関
し
【
表
2
】
を
み
る
と
、
こ
こ
で
も
発
令

主
体
と
し
て
軍
事
局
と
軍
務
局
が
登
場
し
て
い
る
。

[25]
と

[39]

は
同
じ
褒
賞
関
係
で
あ
り
、

[40]
が
軍
功
調
書
で
あ
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
も
、
貨
罰
が
軍
事
局
や
軍
務
局
の
役
割
の
―
つ
で
あ
っ
た
が

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
「
局
」
の
違
い
は
見
え
に
く
い
。

ま
た
、
こ
れ
ら
が
水
沢
か
ら
出
た
通
達
な
の
か
否
か
は
判
断
が
難
し

い
が
、
【
表

2
】
で
は
国
許
か
ら
指
示
が
飛
ん
で
い
る
事
例
が
あ
る
。

[55]
は
、
人
馬
賃
銭
の
無
払
い
を
久
世
平
八
郎
が
聞
き
、
出
入
司
に

支
払
い
を
命
じ
た
と
す
る
指
示
を
中
村
宗
三
郎
が
通
達
し
た
も
の
で
あ

る
。
当
時
、
久
世
は
水
沢
に
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
水
沢
軍
事
局
の

指
示
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
国
許
が
部
隊
の
統
制
に

頭
を
抱
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
な
か
に
は
国
許
か
ら
の
も
の
と
捉
え
る
の
が
困
難
な
「
軍
務

局
」
に
関
す
る
通
達
も
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

[24]
に
あ
る
軍

務
局
の
通
達
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
、
此
末
諸
手
分
捕
之
品
軍
務
局
江
調
指
出
し
、
諸
品
ハ
会
計
方
松

枝
兵
衛
手
前
迄
指
出
可
申
、
尤
当
人
々
之
儀
之
骨
折
次
第
御
賞
抒

も
可
被
成
下
義
二
而
、
分
捕
之
品
ハ
空
敷
被
召
上
候
事
ニ
ハ
毛
頭

無
之
、
運
送
之
御
世
話
上
二
而
被
成
下
候
条
、
指
出
可
申
、
（
中
略
）

一
、
敵
国
と
言
ふ
共
、
民
百
姓
之
品
ハ
取
申
間
敷
、
城
付
井
家
中
等

2
 

之
品
ハ
勝
手
次
第
、
尤
隊
長
之
指
図
無
之
、
分
捕
致
候
者
ハ
、
各

藩
見
か
け
次
第
斬
候
事
二
遂
軍
議
候
、
以
上

こ
れ
は
、
分
捕
り
品
の
管
理
を
指
示
し
た
も
の
で
、
百
姓
か
ら
の

略
奪
を
厳
し
く
戒
め
た
通
達
で
あ
る
。
略
奪
が
止
ま
な
い
背
景
に
は
、

[
1
5
]
[
4
6
]
[
6
0
]
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
冬
用
の
軍
服
が
調
達
で
き

(58) 

な
い
よ
う
な
物
資
の
欠
乏
が
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
分
捕
り
に
関
し
て
、

ど
の
藩
の
兵
も
斬
る
と
軍
議
し
た
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

仙
台
藩
内
の
軍
議
で
は
な
く
、
同
盟
諸
藩
と
の
軍
議
と
見
る
べ
き
だ
ろ

う
。
秋
田
出
兵
以
来
、
庄
内
藩
は
仙
台
藩
兵
の
行
為
に
苦
言
を
呈
し
て

(59) 

お
り
、
こ
の
通
達
が
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
八
月
二
十
一
日
の
直
前
に

も
庄
内
藩
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、
中
村
も
分
捕
り
の
名
を
借
り
て
衣
(OO) 

類
を
集
め
る
士
分
は
軍
務
局
に
お
い
て
処
罰
す
る
旨
を
達
し
て
い
た
。

更
に
、
会
計
方
と
し
て
名
前
が
登
場
す
る
松
枝
兵
衛
時
成
（
平
士
）
は

仙
台
藩
の
財
政
を
司
る
出
入
司
で
あ
り
、
こ
の
頃
は
横
手
に
滞
在
し
て

(61) 

い
た
。
勘
案
す
れ
ば
、
こ
れ
は
現
地
の
発
令
で
あ
る
と
解
釈
し
た
方
が

違
和
感
が
な
い
。

次
に

[23]
は
、
八
月
に
中
村
が
参
謀
を
含
め
た
各
部
隊
長
に
出
し

た
通
達
で
あ
る
。

一
、
出
張
之
御
人
数
士
凡
共
二
手
負
又
ハ
病
気
等
二
而
御
国
許
江
相

登
難
成
分
、
隊
長
々
々
江
申
出
、
病
体
見
届
相
請
、
軍
務
局
よ
り

御
境
通
判
相
受
に
登
可
申
事

一
、
出
兵
御
人
数
之
内
、
士
分
ハ
不
及
申
、
凡
下
倍
卒
等
二
至
迄
病
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気
等
申
出
、
或
ハ
隊
長
向
役
江
も
不
申
出
、
蜜
二
御
国
許
等
江
逃

去
候
者
ハ
、
於
上
二
御
聞
抜
之
上
、
厳
二
軍
法
二
被
相
行
、
主
人

隊
長
ま
て
も
可
為
曲
事

右
之
通
隊
長
手
前
二
而
陣
中
軽
者
ま
て
早
速
可
相
触
候
事

こ
こ
か
ら
は
病
気
な
ど
と
称
し
て
国
許
に
脱
走
す
る
藩
兵
が
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

[43]
は
、
中
村
が
大
番
士
四
人
を
伊
達
安
芸
隊
の
取

り
締
ま
り
の
た
め
附
属
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
分
捕
り
に
せ

よ
、
脱
走
に
せ
よ
、
戦
闘
時
以
外
で
も
給
人
部
隊
を
統
制
す
る
必
要
が

あ
っ
た
状
況
が
見
て
取
れ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
療
蓑
で
国
許
へ
婦
る
た
め
に
は
軍
務
局
の
許
可

が
い
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
通
達
が
出
さ
れ
て
以
降
、

[37]

[52][67]
の
よ
う
に
、
目
付
が
関
連
の
許
可
や
指
示
を
出
す
事
例
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
個
々
の
療
蓑
の
許
可
を
国
許
に
伺
い
を
立
て

る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
こ
れ
は
目
付
も
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
現
地

の
軍
務
局
に
よ
る
指
示
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

最
後
に

[41]
は
、
九
月
一
日
に
軍
目
付
が
伊
達
安
芸
隊
に
軍
務
局

の
意
向
を
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

安
芸
殿
御
兵
隊
、
本
道
江
出
張
之
弐
小
隊
横
沢
江
、
当
宿
陣
之
弐

小
隊
本
道
江
即
刻
出
兵
相
成
候
様
軍
務
局
よ
り
被
仰
出
候
条
、
其

心
得
首
尾
可
被
成
、
私
共
よ
り
如
此
二
御
座
候
、
以
上

個
別
具
体
的
な
用
兵
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
即
刻
出
兵
」
の
指

示
は
現
地
の
軍
務
局
し
か
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

戦
線
が
水
沢
や
岩
出
山
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
、
部
隊
に
具
体
的

な
指
示
を
出
す
こ
と
が
困
難
に
な
る
。
先
に
触
れ
た
援
軍
要
請
も
戦
場

か
ら
水
沢
ま
で
五
日
か
か
っ
て
い
る
。
以
上
の
事
例
か
ら
は
、
兵
具
局

が
移
動
し
た
よ
う
に
、
秋
田
領
内
に
も
軍
務
局
が
移
動
・
設
置
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
八
月
十
四
日
に
「
仙
台
軍
務
局
」
が
増
田

本
陣
で
現
地
の
村
に
人
馬
の
手
配
を
命
令
し
た
と
の
逸
話
に
も
一
致
す

(63) 
る。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
角
館
方
面
に
展
開
し
て
い
た
仙
台
瑞
兵
の

な
か
で
は
、
軍
務
局
あ
る
い
は
若
年
寄
か
ら
目
付
・
軍
目
付
（
直
臣
）
へ
、

そ
し
て
各
給
人
部
隊
の
部
隊
長
（
直
臣
も
し
く
は
陪
臣
）
、
小
隊
長
（
陪

臣
）
へ
と
い
っ
た
お
お
よ
そ
の
伝
達
経
路
が
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。

た
だ
し
、
中
村
は
「
総
督
」
で
は
あ
る
が
自
身
も
部
隊
を
率
い
て
い
る

給
人
で
も
あ
っ
た
た
め
、

[44]
の
よ
う
に
中
村
隊
が
目
付
か
ら
指
示

を
受
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

仙
台
藩
と
庄
内
藩
は
折
々
に
軍
議
を
し
て
お
り
、
共
同
作
戦
を
と
っ

て
は
い
た
。
実
際
、
同
盟
諸
藩
は
出
兵
先
で
「
軍
事
局
（
軍
務
局
）
」

を
設
け
て
、
会
議
を
開
い
て
い
る
。
だ
が
、
【
表
2
】
の
軍
事
局
・
軍

務
局
の
通
達
先
に
は
他
藩
の
名
前
が
登
場
せ
ず
、
中
村
の
も
と
で
角
館

攻
め
に
参
加
し
て
い
る
仙
台
藩
の
部
隊
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
事
例
に
つ
い
て
、
本
稿
で
示
し
た
史
料
の
み
で
は
、
奥
羽
越
列
藩
同

盟
の
軍
務
局
か
ら
の
通
達
で
あ
っ
た
こ
と
は
見
出
し
に
く
い
。

し
か
し
、
そ
れ
は
列
瑞
同
盟
が
一
体
的
な
活
動
を
展
開
し
な
か
っ
た
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と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
次
に
示
す

[
8
]
は
部
隊
へ
の
通
達
で
は

な
く
、
庄
内
藩
が
「
当
所
出
兵
之
列
藩
軍
義
府
」
の
名
義
で
草
案
を
作

成
し
、
仙
台
藩
に
提
案
し
て
き
た
領
民
へ
の
触
で
あ
る
。

奥
羽
内
二
而
干
文
を
揺
ら
し
、
当
地
江
人
数
指
加
候
様
之
義
ハ
、

素
よ
り
好
所
二
あ
ら
す
と
云
共
、
佐
竹
家
之
義
者
列
藩
之
盟
約
を

背
き
、
賊
徒
二
組
し
、
義
藩
江
人
数
指
向
ヶ
候
に
付
而
者
、
武
門

之
な
ら
ひ
無
止
事
、
今
度
当
所
江
討
入
義
二
而
、
無
罪
之
小
民
柳

不
仁
之
扱
等
不
致
候
二
付
、
猥
二
動
揺
不
可
致
事
（
略
）

盟
約
違
反
と
い
う
点
か
ら
秋
田
攻
撃
を
正
当
化
し
て
お
り
、
人
心
を

掌
握
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
行
動
の
正
当
性
を
公
に

す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
庄
内
藩
単
独
よ
り
も
列
藩
同
盟
の
意
思
で
あ

る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
方
が
良
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

庄
内
藩
側
の
史
料
に
は
、
同
じ
趣
旨
の
触
が
見
ら
れ
る
。
八
月
四
日

に
横
堀
周
辺
で
、
「
秋
田
出
張
列
藩
軍
事
局
」
が
湯
沢
か
ら
久
保
田
ま

で
「
今
度
秋
田
新
庄
両
家
之
奸
臣
逆
賊
二
与
党
シ
、
義
藩
之
盟
約
ヲ
背

キ
…
…
、
直
二
久
保
田
城
二
打
入
、
正
邪
ヲ
正
シ
‘
ー
ニ
ノ
奸
魁
ヲ
裁

シ
、
新
秋
両
家
ノ
忠
臣
ト
ト
モ
ニ
心
ヲ
協
セ
、
其
社
稜
ヲ
安
定
シ
、
士

民
ノ
安
堵
ヲ
可
取
計
」
と
す
る
「
檄
文
」
を
出
し
て
い
な
。
前
述
の
よ

う
に
、
列
藩
同
盟
内
に
は
、
藩
内
が
分
裂
す
る
秋
田
藩
の
姿
と
と
も
に
、

秋
田
藩
主
が
同
盟
遵
守
論
で
あ
る
と
の
観
測
が
広
ま
っ
て
お
り
、
秋
田

藩
全
体
で
は
な
く
「
逆
賊
」
薩
長
に
味
方
す
る
一
部
「
奸
臣
」
を
批
判

す
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ま
た
、
庄
内
藩
が
仙
台
藩
と
協
議
し
て
、
「
仙
・
庄
横
手
御
本
陣
」

に
お
い
て
「
横
手
出
張
諸
藩
収
納
方
」
の
名
義
で
、
雄
勝
・
平
賀
・
仙

北
三
郡
の
村
に
対
し
て
、
年
貢
半
減
令
と
「
厳
重
之
収
納
」
を
触
れ
て

い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
両
藩
が
協
同
で
軍
政
を
布
い
て
い
た
こ
と

も
う
か
が
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
秋
田
戦
争
を
仙
台
藩
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
。
主
な
論

点
と
課
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
戦
争
に
至
る
過
程
を
考
察
し
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
秋
田
出

兵
は
、
秋
田
藩
や
鎖
撫
総
督
府
の
動
向
に
関
す
る
同
盟
内
の
情
報
共
有

と
議
論
の
な
か
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
列
藩
同
盟

の
盟
約
書
で
は
藩
外
交
と
軍
事
に
つ
い
て
同
盟
諸
藩
に
よ
る
情
報
の
共

有
を
謳
っ
て
い
る
が
、
そ
の
特
性
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。次
に
、
出
兵
に
際
し
て
上
山
藩
主
が
、
仙
台
藩
の
依
頼
に
よ
っ
て
、

新
庄
•
秋
田
方
面
の
「
総
督
」
に
就
任
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。
他
の
戦
線
と
同
じ
く
、
秋
田
戦
線
で
も
同
盟
軍
の
総
督
を
設

け
る
動
き
が
模
索
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
上
山
藩
に
対
し

(67) 

て
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
仙
台
藩
が
依
頼
し
て
い
る
の
は
意
味
深
長

な
も
の
が
あ
る
。
仙
台
藩
は
上
山
藩
と
の
一
体
化
を
図
っ
た
が
、
庄
内
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藩
を
含
め
て
同
盟
諸
藩
と
ど
の
程
度
協
議
し
た
の
か
は
検
証
が
必
要
に

な
る
。ま
た
、
給
人
の
連
合
部
隊
で
統
制
が
困
難
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
仙
台

藩
兵
の
実
態
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
仙
台
藩
は
若
年
寄
二
人
が
「
総
督
」

的
立
場
と
し
て
出
陣
し
、
参
謀
や
目
付
と
と
も
に
軍
を
指
揮
し
た
。
仙

台
藩
兵
が
一
体
性
を
保
持
す
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に

「
仙
台
二
十
番
隊
」
と
い
う
表
現
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
部
隊
編
制
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秋
田
戦
線
で
は
事
前
に
編
制
さ
れ
た
大
隊
を

派
逍
し
た
の
で
は
な
く
、
農
兵
も
含
め
て
各
給
人
が
派
遣
し
た
小
隊
が
、

藩
領
北
方
の
拠
点
で
、
あ
る
い
は
秋
田
領
内
に
入
っ
て
か
ら
、
二
人
の

「
総
督
」
の
傘
下
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
庄
内
藩
が
当
初
か

ら
大
隊
を
編
制
し
て
、
大
隊
単
位
で
進
攻
し
た
こ
と
と
は
対
照
的
で
あ

る。仙
台
藩
で
は
、
禄
高
が
低
く
と
も
召
出
•
平
士
の
大
番
士
層
が
意
思

(68) 

形
成
に
影
評
を
与
え
、
列
藩
同
盟
結
成
の
際
に
も
活
躍
し
て
い
た
。
だ

が
、
実
際
の
戦
闘
で
は
大
身
給
人
の
部
隊
に
大
き
く
依
拠
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
武
器
や
軍
制
は
も
ち
ろ
ん
、
給
人
部
隊
の
士
気
や
思
惑
も

(69) 

一
様
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
秋
田
戦
争
に
限
ら
ず
、
大
番
士
層

の
参
謀
や
目
付
が
各
給
人
部
隊
を
ど
こ
ま
で
統
制
で
き
た
の
か
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
秋
田
戦
争
に
関
わ
る
軍
事
局
や
軍
務
局
に
つ
い
て
も
考
察
を

加
え
た
。
仙
台
藩
領
北
方
に
複
数
設
け
ら
れ
た
「
軍
事
局
」
に
は
若
年

寄
・
参
謀
・
目
付
な
ど
が
お
り
、
部
隊
派
遣
の
差
配
や
賞
罰
な
ど
を
行
い
、

連
携
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
た
。
ま
た
、
現
地
で
も
「
軍
務
局
」
が
設

け
ら
れ
、
部
隊
に
通
達
を
出
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
通
達
内
容

か
ら
は
、
兵
が
脱
走
し
、
略
奪
行
為
が
行
わ
れ
、
指
揮
官
が
統
制
に
苦

慮
す
る
様
子
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
軍
事
局
や
軍
務
局
に
つ
い
て
は
、
仙
台
藩
と
列
藩
同
盟
、

あ
る
い
は
国
許
と
現
地
、
い
ず
れ
の
機
関
と
捉
え
る
か
、
更
に
は
「
軍

義
府
」
な
ど
他
の
呼
称
で
登
場
す
る
も
の
と
の
関
係
を
ど
う
捉
え
る
の

か
な
ど
、
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
。
福
島
や
相
馬
方
面
で
は
奉
行
が
軍

(70) 

を
率
い
る
こ
と
や
「
軍
務
局
」
に
詰
め
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
問

題
は
、
他
藩
の
事
例
や
他
の
戦
線
の
事
例
を
含
め
た
総
合
的
な
分
析
の

な
か
で
、
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

秋
田
戦
争
で
仙
台
藩
は
、
約
三
千
人
と
い
う
大
軍
を
繰
り
込
ん
だ
。

だ
が
、
し
ば
し
ば
敗
北
し
、
他
藩
か
ら
も
冷
や
や
か
な
視
線
を
向
け
ら

れ
た
。
奥
羽
諸
藩
を
指
揮
し
よ
う
と
し
た
「
鎖
守
府
将
軍
」
と
し
て
の

姿
は
、
戦
場
で
は
み
ら
れ
な
い
。

九
月
十
五
日
、
仙
台
藩
は
降
伏
し
た
。
九
月
十
七
日
、
仙
台
城
下
か

ら
水
沢
軍
事
局
を
経
由
し
て
、
大
町
勘
解
由
が
板
見
内
の
本
陣
に
到
着

(71) 

し
、
撤
退
を
命
令
し
た
。
庄
内
藩
兵
や
上
山
藩
兵
は
既
に
仙
台
藩
の
降

伏
を
知
り
、
撤
退
を
開
始
し
て
い
た
。
仙
台
藩
の
部
隊
は
列
溜
同
盟
の

総
督
や
現
地
の
軍
事
機
関
の
指
示
で
は
な
く
、
水
沢
軍
事
局
の
若
年
寄

の
指
示
に
よ
っ
て
撤
退
し
た
。
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註
(
1
)
難
波
信
雄
「
大
藩
の
選
択
ー
仙
台
藩
の
明
治
維
新
ー
」
（
「
東
北
学
院

大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
」
三
七
、
二

0
0
五
年
）
、
拙
著
「
戊
辰

戦
争
と
「
奥
羽
越
」
列
藩
同
盟
」
（
消
文
堂
出
版
、
二

0
一
七
年
）
。

列
藩
同
盟
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
拙
著
の
序
章
参
照
の
こ
と
。

(
2
)
大
山
柏
「
補
訂
戊
辰
戦
役
史
下
巻
」
（
時
事
通
信
社
、
一
九
八
八

年
）
の
二
六
五
＼
二
六
七
頁
、
第
八
編
第
九
章
第
五
節
。
佐
々
木
克

「
戊
辰
戦
争
敗
者
の
明
治
維
新
」
（
中
公
新
書
、
一
九
七
七
年
）
の

＿
＿
―
-
八
頁
、
一
四
三
頁
。

(
3
)
「
仙
台
市
史
通
史
絹
5
近
世
3
」
（
二

0
0
四
年
）
の
第
七
章
。

(
4
)
保
谷
徹
「
戦
争
の
日
本
史
18

戊
辰
戦
争
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

0
七
年
）
の
一
七
五
＼
一
七
七
頁
、
二
九
三
頁
。
ま
た
、
関
連
す
る

論
考
と
し
て
、
同
「
戊
辰
戦
争
の
軍
事
史
」
（
明
治
維
新
史
学
会
絹
「
講

座
明
治
維
新
第
3
巻
維
新
政
権
の
創
設
」
有
志
舎
、
二

0
1
―

年
）
、
同
「
施
条
銃
段
階
の
軍
事
技
術
と
戊
辰
戦
争
ー
土
佐
藩
を
素

材
に
ー
」
（
箱
石
大
編
「
戊
辰
戦
争
の
史
料
学
」
勉
誠
出
版
、
二
〇

一
三
年
）
が
あ
る
。

(
5
)
太
田
秀
春
「
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
お
け
る
公
議
府
と
軍
事
」
（
平
川

新
絹
「
江
戸
時
代
の
政
治
と
地
域
社
会
第
一
巻
」
消
文
堂
出
版
、

二
0
一
五
年
）
。

(
6
)
宮
・
公
卿
の
総
督
や
「
超
藩
的
立
場
」
に
た
つ
参
謀
の
指
揮
下
に
あ

る
新
政
府
軍
は
、
本
質
に
お
い
て
諸
藩
連
合
軍
で
は
な
い
が
「
諸
藩

軍
隊
の
相
対
的
独
自
性
を
容
認
せ
ざ
る
を
え
な
い
軍
隊
」
と
評
価
さ

れ
る
（
原
口
消
「
戊
辰
戦
争
」
塙
書
房
、
一
九
六
三
年
、
一

0
九
頁
）
。

各
戦
線
で
は
各
藩
部
隊
代
表
が
「
会
議
所
」
を
構
成
し
、
参
謀
の
指

揮
下
に
お
か
れ
調
整
が
行
わ
れ
た
（
前
掲
註
4
保
谷
書
の
一
―
九
＼

―
二

0
頁）。

(7)
例
え
ば
、
秋
田
藩
の
同
盟
離
脱
過
程
に
つ
い
て
は
、
工
藤
威
「
奥
羽

列
藩
同
盟
の
基
礎
的
研
究
」
（
岩
田
書
院
、
二

0
0
二
年
）
や
畑
中

康
博
「
戊
辰
戦
争
期
の
秋
田
藩
」
（
「
秋
大
史
学
」
五
五
、
二

0
0九
年
）

な
ど
、
戦
争
時
の
民
衆
に
つ
い
て
は
、
菊
池
勇
夫
「
徴
発
と
兵
火
の

な
か
の
北
東
北
の
民
ー
秋
田
藩
と
盛
岡
藩
の
戦
争
に
み
る
ー
」
（
奈

倉
哲
三
・
保
谷
徹
・
箱
石
大
編
「
戊
辰
戦
争
の
新
視
点
下
軍
事
・

民
衆
」
吉
川
弘
文
館
、
二

0
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

(
8
)
仙
台
藩
の
基
礎
的
な
動
向
や
藩
士
の
役
職
・
家
格
に
つ
い
て
は
、
藤

原
相
之
助
「
仙
台
戊
辰
史
」
（
続
日
本
史
籍
協
会
叢
書
、
東
京
大
学

出
版
会
、
復
刻
一
九
八
一
年
）
、
「
仙
台
市
史
通
史
編
5
近
世
3
」

（二

0
0
四
年
）
、
「
仙
台
市
史
通
史
編
6
近
代
1
J
(二

0
0
八
年
）
、

仙
台
郷
土
研
究
会
編
「
仙
台
藩
歴
史
事
典
改
訂
版
」
（
二

0

ーニ

年
）
、
「
楽
山
公
治
家
記
録
」
（
「
伊
達
家
寄
贈
文
化
財
（
古
記
録
）
」

七
六
＇
九
、
仙
台
市
博
物
館
蔵
）
、
「
石
母
田
頼
至
日
記
」
（
「
維
新
史

料
引
継
本
j
1
1
ほ
三
二

0
A
、
東
京
大
学
史
料
編
築
所
蔵
）
な
ど
に

よ
る
。

(9)
拙
稿
「
軍
事
同
盟
と
し
て
の
奥
羽
越
列
藩
同
盟
ー
会
津
藩
・
庄
内
藩
・

小
藩
・
飛
ぴ
地
ー
」
（
奈
倉
哲
三
・
保
谷
徹
・
箱
石
大
絹
「
戊
辰
戦
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争
の
新
視
点
上
世
界
・
政
治
」
吉
川
弘
文
館
、
二

0
一
八
年
）
。

(10)
「
戊
辰
秋
田
蕃
戦
記
」
（
「
新
秋
田
叢
害
（
五
）
」
歴
史
図
書
社
、

一
九
七
一
年
）
の
五
月
二
十
三
日
条
、
六
五
頁
。

(11)
以
下
、
秋
田
藩
に
つ
い
て
前
掲
註
7
工
藤
書
・
畑
中
論
文
参
照
。

(12)
「
戊
辰
史
料
」
（
「
林
泉
文
庫
」
一
八
―

B
、
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
）

所
収
「
片
山
仁
一
郎
私
記
」
の
五
月
十
九
日
条
、
「
亀
田
藩
戊
辰
戦
記
」

（
「
新
秋
田
叢
書
（
五
）
」
）
の
五
月
十
九
日
条
、
四
四
0
頁。

(13)
使
者
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
片
岡
栄
五
郎
「
あ
る
奉
行
と
秋
田
藩
の

戊
辰
戦
争
」
（
秋
田
文
化
出
版
、
二

0
一
七
年
）
の
第
三
章
（
四
）

に
詳
し
い
。

(14)
「
桑
原
政
右
衛
門
日
誌
」
（
「
磐
城
戊
辰
史
」
明
治
百
年
記
念
事
業
磐

城
推
進
委
貝
会
、
一
九
六
八
年
）
の
六
月
二
十
三
日
条
‘
1
0
三
頁
。

(15)
「
鈴
木
広
弥
出
仙
中
御
用
留
」
（
「
松
山
藩
関
係
文
書
」
八
〇
、
鵡
岡

市
郷
土
賓
料
館
蔵
）
の
「
同
宿
弘
前
様
衆
よ
り
借
写
御
用
留
」
。

(16)
前
掲
註
14
「
桑
原
政
右
衛
門
日
誌
」
の
六
月
二
十
八
日
条
・
ニ
十
九

日
条
‘
1
0
五
¥
1
0
六
頁
。

(
1
7
)「木
滑
政
應
日
記
乾
」
（
「
上
杉
文
書
」
一
四
八
二
の
六
—
二
、
雄

松
堂
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
の
六
月
十
二

H
条゚

(18)
「
非
常
二
付
諸
見
聞
留
」
（
「
松
山
藩
関
係
文
書
」
八
九
）
の
七
月
十

日
鈴
木
広
弥
書
状
。

(19)
前
掲
註
15
「
鈴
木
広
弥
出
仙
中
御
用
留
」
の
七
月
十
七
日
条
。

(20)
「
陣
中
日
誌
」
（
宮
城
県
図
杏
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
。

(21)
「
戊
辰
始
末
」
（
「
仙
台
叢
害
』
―
二
巻
、
宝
文
堂
、
復
刻
一
九
七
二
年
）

の
ニ
ー
ニ
＼
ニ
ー
三
頁
、
三

0
三
＼
三

0
四
頁

(22)
「
仙
台
藩
士
星
包
弘
秋
田
出
張
陣
中
日
記
」
（
「
維
新
史
料
引
継
本
」

11
ほ
四
七
三
、
東
京
大
学
史
料
編
媒
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
の
九
月

二
十
日
条
。
以
下
「
星
包
弘
日
記
」
と
す
る
。
な
お
、
角
間
川
口
に

は
「
古
川
寺
鹿
兵
」
が
出
兵
し
て
お
り
(
+
月
四
日
条
）
、
腿
兵
を

含
ん
だ
人
数
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

(23)
唯
一
藩
領
南
部
の
給
人
で
出
陣
し
て
い
る
柴
田
中
務
は
大
番
頭
で
あ

る
が
、
率
い
た
の
が
大
番
士
か
家
臣
か
は
不
明
で
あ
る
。

(24)
「
大
番
頭
方
御
用
留
」
（
「
大
町
家
文
書
」
、
仙
台
市
博
物
館
蔵
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
）
。

(25)
「
秋
田
出
兵
方
公
札
留
」
（
「
江
刺
市
史
第
五
巻
汽
料
絹
近
世

m』

一
九
七
七
年
）
の
九
月
五

H
条
、
五
五
三
頁
。

(26)
「
涌
谷
町
史
下
巻
」
(
-
九
六
八
年
）
の
六
七
五
＼
六
七
六
頁
。

(27)
「
戊
辰
之
巻
全
」
（
「
迫
町
史
賓
料
一
巻
」
一
九
七
四
年
）
の
五
二

＼
五
五
頁
、
「
中
村
実
敬
日
記
」
（
「
迫
町
史
賓
料
三
巻
」
、
一
九
七

七
年
）
の
二
二
＼
二
七
頁
。

(28)
「
佐
沼
亘
理
氏
秋
田
出
陣
の
記
録
集
」
（
「
迫
町
史
汽
料
一
巻
j

)

の

三
九
＼
四
二
頁
。

(29)
友
田
昌
宏
「
解
題
」
（
友
田
昌
宏
・
菊
地
優
子
・
高
橋
盛
編
「
岩
出

山
伊
達
家
の
戊
辰
戦
争
」
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
0
一
四
年
）
の
二
三
頁
。

(30)
以
下
、
前
掲
註
22
「
星
包
弘
8
記
」
に
よ
る
。

(31)
瀬
上
主
膳
の
大
番
組
は
白
河
か
ら
撤
退
す
る
途
中
、
銃
器
を
「
軍
事
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局
兵
具
方
」
に
返
納
し
た
（
「
大
槻
安
広
履
歴
」
、
平
重
道
「
伊
達
政

宗
・
戊
辰
戦
争
」
宝
文
堂
、
一
九
六
九
年
、
三
三
三
頁
）
。

(32)
前
掲
註
5
太
田
論
文
、
前
掲
註
4
保
谷
書
の
ニ
―
二
頁
。

(33)
「
秋
田
口
軍
事
御
用
留
」
（
「
涌
谷
伊
達
家
文
書
」
仮
番
号
八
四
三
、

束
北
歴
史
博
物
館
蔵
）
。
な
お
、
同
史
料
か
ら
部
隊
の
行
動
を
追
っ

た
論
考
と
し
て
、
櫻
井
伸
孝
「
も
う
ひ
と
つ
の
戊
辰
戦
争
ー
秋
田
口

の
戦
い
ー
」
（
「
涌
谷
町
文
化
財
友
の
会
会
報
」
六
・
七
、
二

0
0
五
年
・

二
0
0
六
年
）
が
あ
る
。

(34)
七
月
十
一
日
藤
井
信
庸
宛
伊
達
艇
邦
書
状
（
「
伊
達
家
寄
贈
文
化
財

（
古
文
書
）
」
一
七
六
八
）
。

(35)
前
掲
註
24
「
大
番
頭
方
御
用
留
」
の
七
月
十
六
日
大
町
内
蔵
人
宛
松

本
要
人
書
状
。

(36)
藤
方
博
之
「
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
佐
倉
藩
出
羽
柏
倉
陣
屋
の
動
向
」

（
「
論
集
き
ん
せ
い
」
三
九
、
二

0
一
七
年
）
、
前
掲
註
9
拙
稿
。

(37)
「
羽
州
口
戦
争
二
付
御
用
係
留
」
（
仙
台
市
博
物
館
蔵
）
。

(38)
「
於
鵡
ケ
岡
表
諸
方
聞
繕
杏
」
（
「
松
山
藩
関
係
文
書
」
八
八
）
の
八

月一

8
五
十
嵐
熊
平
害
状
。

(39)
前
掲
註
22
「
星
包
弘
日
記
」
の
八
月
一
日
条
。

(40)
前
掲
註
27
「
中
村
実
敬
日
記
」
の
九
月
八

8
条
・
十
六
日
条
、
二

0
頁。

(41)
前
掲
註
20
「
陣
中
日
誌
」
の
閏
四
月
二
十
日
条
。

(42)
以
下
、
前
掲
註
31
「
大
槻
安
広
履
歴
」
の
三
二
四
＼
三
三
三
頁
。

(43)
前
掲
註
29
友
田
論
考
の
一
八
頁
。

(44)
和
田
東
蔵
編
「
戊
辰
庄
内
戦
争
録
」
（
歴
史
図
書
社
、
復
刊
一
九
七
八

年
）
の
「
巻
壱
」
八
月
十
五
日
条
、
二

0
二
＼
二

0
三
頁
。

(45)
前
掲
註
25
「
秋
田
出
兵
方
公
札
留
」
の
九
月
五
日
条
、
五
五
二
頁
。

(46)
「
神
風
記
十
七
」
（
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
史
料
、

S
L
五
三
一
1
-
|

五
）
所
収
の
八
月
十
七
日
長
坂
右
近
介
書
状
。

(47)
櫻
井
伸
孝
「
「
軍
事
方
日
録
」
ー
入
間
田
家
文
書
ー
」
（
「
涌
谷
町
文

化
財
友
の
会
会
報
」
六
、
二

0
0
五
年
）
の
三
一
＼
三
二
頁
。

(48)
前
掲
註
44
「
戊
辰
庄
内
戦
争
録
」
の
「
巻
壱
」
二

0
二
頁
、
二

0
五
頁
、

二
0
七
頁
、
ニ
ー
六
頁
、
ニ
ニ
六
頁
、
ニ
ニ
七
頁
な
ど
。

(49)
「
一
関
市
史
一
巻
通
史
」
(
-
九
七
八
年
）
の
八
八
一
ー
八
八
七
頁
。

(50)
前
掲
註
8
「
石
母
田
頼
至
日
記
」
の
閏
四
月
二
十
四
日
条
。

(51)
前
掲
註
12
「
亀
田
喘
戊
辰
戦
記
」
の
五
月
二
十
九
日
条
、
四
四
九
頁
。

前
掲
註
14
「
桑
原
政
右
衛
門
日
誌
」
の
五
月
二
十
九
日
条
、
八
九
頁
。

(52)
前
掲
註
7
工
藤
書
の
四
三
七

S
四
三
九
頁
。

(53)
仙
台
藩
庁
日
記
（
「
伊
達
家
寄
贈
文
化
財
（
古
文
書
）
」
明
治
維
新

以
降
三
三
—
-
）
の
八
月
五
日
条
・
十
七
日
条
、
二
十
六

H

条
＼

二
十
八

H
条゚

(54)
「
水
沢
市
史
3

近
世
下
」
(
-
九
八
ー
ー
年
）
の
第
二
六
章
、
「
金
ヶ

崎
町
史
2
近
世
」
（
二

0
0
六
年
）
の
第
一

0
章。

(55)
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
「
日
新
録
」
（
「
仙
台
藩
維
新
史
新
記
録

日
新
録
」
宝
文
堂
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。

(56)
阿
曽
沼
磨
「
前
沢
町
郷
土
史
資
料
」
(
-
九
七
二
年
）
の
三
二

0
頁。

(57)
前
掲
註
22
「
星
包
弘
日
記
」
の
八
月
一
日
条
。

(58)
前
掲
註
33
櫻
井
論
文
（
二

0
0
六
年
）
の
六
頁
。
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(59)
前
掲
註
4
4
「
戊
辰
庄
内
戦
争
録
j

の
「
巻
壱
」
八
月
十
二
日
条
、

九
六
ー
一
九
七
頁
。
「
巻
弐
」
の
八
月
十
六
日
条
、
一
ー
ニ
頁
。

(60)
前
掲
註
28
「
佐
沼
亘
理
氏
秋
田
出
陣
の
記
録
集
」
の
四
五
頁
。

(61)
前
掲
註
22
「
星
包
弘
日
記
」
の
八
月
二
十
一
日
条
。
松
枝
兵
衛
は

「
横
手
鎖
撫
使
」
と
し
て
の
任
を
負
っ
て
い
た
（
前
掲
註
25
「
秋
田

出
兵
方
公
札
留
」
の
五
五
二
頁
）
。

(62)
白
河
口
で
は
、
瀬
上
主
膳
が
白
河
の
造
酒
屋
に
「
仮
軍
事
局
」
を
設

骰
し
、
藩
内
お
よ
び
他
藩
と
の
軍
議
の
場
と
し
た
と
い
う
（
前
掲
註

31
「
大
槻
安
広
股
歴
」
の
三
二
九
頁
）
。

(63)
「
胆
沢
町
史
VI

近
現
代
編
ー
』
（
二

0
0
二
年
）
の
六
二
七
＼

六
二
八
頁
。

(64)
「
北
征
記
事
二
」
（
酒
田
市
立
図
書
館
光
丘
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

プ
）
七
月
二
十
二

8
条
・
ニ
十
四

H
条゚

(65)
前
掲
註
4
4
「
戊
辰
庄
内
戦
争
録
』
の
「
巻
壱
」
八
月
四
日
条
、
一
七

八
頁
＼
一
七
九
頁
。

(66)
前
掲
註
4
4
「
戊
辰
庄
内
戦
争
録
」
の
「
巻
壱
」
九
月
五
日
条
、
二
三
五

頁
。
「
秋
田
県
史
資
料
明
治
紺
上
」
(
-
九
六

0
年
）
の
―
二
四
頁
。

(67)
仙
台
藩
と
上
山
藩
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
掲
註
1
拙
著
の
第
一
章
参

照。

(68)
拙
著
『
都
末
戊
辰
仙
台
藩
の
群
像
ー
・
但
木
土
佐
と
そ
の
周
辺
ー
」
（
大

崎
八
幡
宮
、
二

0
一
五
年
）
。
拙
稿
「
仙
台
藩
の
意
思
決
定
過
程
と

伊
達
艇
邦
」
（
明
治
維
新
史
学
会
絹
「
都
末
維
新
の
政
治
と
人
物
」

有
志
舎
、
二

0
一
六
年
）
。

(69)
後
年
の
史
料
で
は
、
伊
達
将
監
の
家
老
は
白
河
に
出
兵
し
た
将
監
隊

を
引
き
戻
す
た
め
、
盛
岡
藩
不
穏
の
流
言
を
広
め
た
と
い
う
（
前
掲

註
54
「
水
沢
市
史
3

近
世
下
j

の
第
二
六
章
五
）
。

(70)
前
掲
註
8
藤
原
書
の
六
三
ニ
ー
六
六
五
頁
、
前
掲
註
8
「
石
母
田
頼

至
日
記
」
の
七
月
二
十
九
日
条
、
八
月
四

H
条
な
ど
。

(71)
前
掲
註
55
「
日
新
録
」
の
九
月
十
四
日
条
、
前
掲
註
22
「
星
包
弘
H
記」

の
九
月
十
七
日
条
。
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